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〈序〉

　 大学で 中国文化史を教 えて い る と学生達が チ ベ
ッ トの 文化 に 非常 に 興味 を 示 し、頻繁 に 質

問が 寄 せ られ た 。 学生 の 質問 に 答 え る ため、チ ベ
ッ

ト関連 の 書籍 を読み 、研究 し て い る うち

に 、そ の 世界 に 私自身が 深 く入 り込 ん で し ま っ た。

　 今年 （1998年） 5 月 4El に 北京大 学創立 100 周年記念式典 に 招か れ 、 そ の 際 に 北京大学 の

お 世話で 北京に あ る チ ベ
ッ 1・佛教 の 最 高学府、中国藏文語 系高級佛学院 で 研究 さ れ て い る活

　 ダ ン ム−t　 　 　 　 ＋ ケ ノ’t オ

佛丹 木切 加 措 1〕氏 ら に 拝謁す る 機会 に 恵 まれ 、： れ が き っ か け で 1998年 7 月 2  日 か ら 8

月 1 日 ま で の 間、 H粛 省廿 南藏族 自治州唐盈昴郷 に あ る栄悟寺 を訪れ 、調査研究す る こ とに

な っ た 。

　調査研究を 開始す る に あた っ て 資料 を探 し た が 、チ ベ
ッ ト及 び こ の 甘粛省に つ い て 1戯版 さ

れ て い る書籍は 宗教 に 関する も の 以 外資料 らしい 資料 も な く、現 地 で 見聞 き して 確認す る し

か な か った 。

　現地 は 、同 じ中国国 内で あ る に も拘 ら ず チ ベ
ッ ト語が 主流 で あ る た め 、 極少な い

一部 の 人

しか 北京語が話せ ず、非 常に 閉鎖的な所 で 、独 特 の 生活 文化 を保 っ て お り、な か な か 外 部に

は 民族 の 本 当 の こ と を教え た が ら な い よ うで あ っ た 。

　 しか し、今回 の 調査研 究が順調に 進み 、様 々 な地位 の 方 に 会 い 、お 話 を 伺 うこ と が で きた

の は 、い ろ い ろ な世話 を して くれ た活佛達 、 郷政府 の 方 々 の お か げ で あ る。 こ こ で 調べ た 結

果、今 まで 私自身が 理解 し た つ も りの チ ペ
ッ ト社会 と現実 の チ ベ

ッ ト社会 とは、大分開 きが

あ る よ うに 感 じ ら れ た 。活佛達 も、外部 の 人 （他地域 の 中国人や外国人）が 、あ ま り客観的

に 正 し く報道 して い な い と感 じて お り、様 々 な 側面 か ら協 力す る こ と で 、著者 を通 し世 間の

人 々 に チ ベ
ッ ト文化 を理解 して も らえ る よ うに と強 く願 一

） て い る よ うで あ っ た b

　今 回 の 調査研 究は 、 私自身が 無学で あ り、調査期間 も約 2週間 と短 く、捕え き れ て い な い

部分 も あ る が 、専門家 、 諸先生 方 の お叱 り を覚悟で 発表す る 。 先生 方 の ご 叱正 、ご批判 を賜
る こ とが で き る よ う願

’
う次第 で あ る

。

　また今 回 、栄悟寺 と栄悟部落 の 関係 を 通 し て 、汁南州の 寺院 と人民 の 関係 を考察 して い る

が 、時間 と能 力に 隈 りが あ っ た た め、こ れ を皮LJJり に 今後 も機会 を 見 つ け、研 究 を続け て い

き た い と考 え て い る 。
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一
、 〈チ ベ ッ ト〉

　所謂
“
チ ベ ッ ト

”

とい う言葉 で 話題 に な る場所 とは、中国 の 「チ ベ
ッ 5 自治区」 で あ る 。

しか しチ ベ
ッ ト族は 中国だけ で な く、イ ン ド、ネ パ ー

ル 等周辺諸国 に も多 く、中国国内 の チ

ベ
ッ ト族人 rlの 総数は 460万人で あ る が 、そ の うち チ ベ

ッ ト白治区内 の 人 口 は 240 万 人 で あ

る 。 あ との 220万 入 は白治区以外 の チ ペ
ッ ト族 で あ り、

チ ベ
ッ ト族 の 文化圏 は も っ と広域 に

渡 っ て い る はずで あ る 。 そ の 点 に 触れ た 文献、新聞記事な ど余 り目 に した 事が な い
。

　私が 知 っ て い る 範囲 で は、台湾で 出版 さ れ て い る 中国四 川大 学の 冉栄光教授 の 著 した r中

国藏傳佛教史』
2）が チ ペ

ッ ト 自治区以外 の チ ベ
ッ ト族に つ い て 紹介 して い る位で あ る 。

　．一
般 に

“

チ ベ
ッ ド とい う言葉で 連想す る の は、

“
ラ サ

”
を 中心 とした

“
中華人民共和国

チ ベ
ッ ト自治区

”
の こ とと思われ る 。 しか し実際に チ ベ

ッ ト民族が 居住 して い る 地域は 、所

謂チ ベ
ッ ト文化圏 と して の

“
チ ベ

ッ ト自治区
”

の み な らず、東北 は青海省、甘粛省、東は 四

川省、南は ミ ャ
ン マ

ー、イ ン ド、ネ パ ール
、 西 は イ ン ドの カ シ ミ

ー
ル 地方、北は新疆 ウ イ グ

ル 自治区 まで と広範囲に わた っ て い る。

　中国 に お け る チ ベ
ッ ト文 化圏は、白治州、自治県 とい う行政区画 単位で表 され、以下 の 通

り で あ る 。 なお 中国語 で は 、チ ベ
ッ トの こ とを 〈西 藏 3）〉、チ ベ

ッ ト族 の こ とを く藏族〉 と

表記す る 。

・　 西藏 自治区
4）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ジ エク ノド

・　青海省
一

海北藏族 自治州、玉 樹藏族 自治州 、 海西蒙古族藏族白治州 、海南藏族自治州、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ 　ロク

　　　　　　黄南藏族 自治州 、 果洛藏族 自治州

・　甘粛省一
甘南藏族自治州、天祝藏族自治県

　 　 　 　 　 　 ア　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カ ン　ゼ

・ 　 四 川 省
一

阿燭藏族羌族 自治州、廿孜藏族自治州
　 　 　 　 　 　 デ テ エン

・　 雲南省一迪慶藏族自治州

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 iイ　　 キ ヨワ

　　　 チ ベ
ッ ト族は、中国 の 歴 史 に 氏、羌、党項 ・吐 蕃な どと呼ばれ て 古 くか ら知 られ て い た

　　 が 、チ ベ
ッ ト本国と中国 とが 直接交渉を持 つ よ うに な っ た の は隋唐 の 頃か らの よ うで あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノンツエンガ ム ボ　 　　 　 　　 　　 チ 　 ペ　 　ッ　 　ト

　　 隋唐の 際に 王位 に あ っ た松賛干布5）は 、大 西藏帝国 の 建設 を 企画 し、東は 中国 に遠征 して 朝

　　 野 を震駭 さ せ 、南 は雪山 を超 え て ネ パ ール の 諸王 を戦慄 さ せ た が 、図 らず も佛教文化 の 燦然

　　 とした輝 きに 驚 き、つ い に 侵略 の 野望 を捨 て て 文化 の 吸収 に 努力 を払 うに 至 っ た と言 わ れ て

　　 い る 。 中国で は、唐代 （618〜907） の 太宗が文成公主 を賛普 （君王） に嫁が せた の を は じめ、

　　 宋代 （960〜1279） に も、西辺 の 事無 き を 計 っ た 。 元代 （1271〜1368） に は そ の 勢力下 に あ

　　 っ た が 、明代 （1368〜1644） は チ ベ
ッ トに野心 を懐 きな が ら為す所無 く し て 終 り を告げ た 。

　　　 清代 （1616〜1912） に 至 っ て チ ベ
ッ トは 未曾有 の 圧 迫 を蒙 り、遂 に 清朝 の 属領 と な っ た 。

　　 清代 の 末、 ロ シ ア 、 英国の 勢力 が 扶植す る よ うに な り、チ ベ ッ トは完全 に 中国の 羈絆 を脱す

　　 べ く画策 し、袁世凱 の 征 伐 を蒙 った が 失敗 に 帰 した た め、イ ギ リ ス の 保護 の 下 に 独立 の 名 を

　　 得 る に 至 った 。 しか し、第二 次世界大戦後 イギ リ ス 勢力 の 後退 に よ り、現在 で は 中華人民 共

　　 和国 の 中 に含 まれ て い る 。

183　　但 し、近 代、国民党政府 の 中華民 国初頭、川辺 特別区域 （民 国 13 （1924）年西康省 とな

（36）
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明星 大学研 究紀 要 【口 本文 化 学 部
・
ヨ謡 文 化学科】第 7 号 1999年

る ） が 設け ら れ る ま で は、西康省 の 西側半分 もまた チ ベ
ッ トの 範囲 で あ 一

， た 。

　中国で 西藏 とい う字を 用 い た の は清朝 の 領有 後 らし く、チ ベ
ッ ト本部 の 二 大州 で あ る衛 ・

蜘 藏 の 字 を とり・ ・膕 の 懃 ・ あ る c とか 栖 藏 と名 づ け た と言桝 ・て い る．故 に 昧 で

チ ベ ッ ト と 読 む こ と の 語源 は 英漢混 同 の 変則呼称 とい え る。Tibetの 漢 音訳は 、唐代 に は

嘱 ・・
”
、瓣 代に は

・
薗酪 ・・

∵ 主粥 ∵ 唐罐
・
等 と記 齢 て い た 。

　 中国佛教文化研究所が 1990年 12 月 に 出版 した 《法尊法師8）佛学論文集》 の 《閲評藏蜜答

問 随筆》で 述べ られ て い る が 、漢族 （巾国入 ） が 称す る
“
西藏

”
の 語源は 、

‘
衛

”
臓

旧 ’
康
”

の 紋 助 訳 艀 に よ 蛾 齢 る。
‘
鴇

f

噴 ま 「転
・
霧・・）

・
　 dま 1 齣 、

・
蔚⊥）

・

は 境 界」

の 蘇 綴 す ・ 潜 ・ ・ を 大別する と・中央・ べ
・ ・哺 藏 東 ・ べ ・ ト纛 1・・ （動 、

東北 チ ベ ッ トの 安多 13）の
一
三つ に 分け られ る 。

　
“
衛
”

ピ 鰹 は、現在 の チ ペ
・ トm 治区

一
帯 と青海省 の ．一

部 豺 旨して お り、それ ぞ れ
‘‘
前藏

”’‘
後藏

け
と呼ばれ る 。

　欝 す な携 前藏は 、中心 臆 味す る 勸 、就 ・都市
・

艫 1… 一
帯 を指 し、 ： の 地 は

タ　ラ　　　 ’　 ラ　マ
達頼喇嚇 15）の 管轄下 に あ る。

　
“

覿 す な わ ち難 とは 、浄 の 意味す る と こ ろ の 聖地 規 ラ 杣 儁嬢 論・峰 ） 唯 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Jt
．tム

　
　u ム’　t’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　tレ ン　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt　tt　’ネ t”f

あ る聖湖 マ ナ サ 卩 ワ ール 湖 （瑪旁雍錯 17）） よ り発す る 大 河 、雅魯臧布江 尠 か らそ の 名 を取 っ

て い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lt　d／　ttt　み　　　　　　　　　　tt　 ン　　ゲ 　　，

　前藏 との 境界線 は、 日喀則か ら
“
唐古拉山脈1”：1”

の 頂 を 二 分 して い る 。
こ の 西側 が 後藏 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
tt゚ドナ f 　ノ　ア　フ マ

な る 。 チ ベ
ッ ト佛教 の 世界 で は班 禅喇嘛2ω

の 管理 卜
．
で あ る 。 ち な み に チ ベ

，．ト語で 壽⇒ カ

ン eI 丿 ン ポ チ ェ とは 「尊 い 雪 「⊥i」、マ パ ム ・
ユ ム ツ ォ とは 厂征服 さ れな い 湖」 （マ ハ トマ ・ガ

ン ジ ー」）遺灰 は こ 乙 に 撒か れ た ） とい う意味 を持・つ 。カ イ ラ ス とか マ ナ サ ロ ワ
ー・レ と は イ ン

ドで の 呼称 で あ る 。

　
“
康
”

に は、境界 を表す広 い 土地 と い う意味 が あ る 。 原則 と して 今 日 の チ ベ ・
y ト昌都地 区、

責海省玉樹、果洛藏族 自治州、雲南 省迪慶藏族 自治州、四 川省 H孜 藏族 臼治州、、甘孜州 に 隣

接す る部分 の 阿煽藏族羌族 自治州 の 地域及 び ミ ャ ン マ
ー

北 部、イ ン ドまで の
一

帯 を指す。蜆
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ ／t　 ｛

在で は 瞬 省の チ ベ
・ 骸 区全 て 、青海省 の 丿部 分 、閃 川 省甘孜州

・1・1似 北 の チ ペ
。 臓 駆

を触 確 称 とt： v て い る ・ 現枢 ・・チ ベ
・ 卜白治区繭 臓 糠 の

一
黝 だけ で あ る 。

し‘
安多

”
に つ い て は ・王 雲峰 が 著 した 鮨 佛鹹 黔 の 中で 拉 1甥 寺 の 貢唐創 臨 丹 貝

旺旭 大師が 指摘 し て い る が
、

「西 康 （現 在 の 四 川 省廿孜藏族 自治州） に あ る 向致桑熱22♪ （チ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト　 ラ 　 ル 　 t’
ベ

ッ ト語 で 大銅山の 意） か ら青海省 の 多拉熱牧23， （地 方名） の 問 に 生活す る チ ベ
，ソ ト族」 の

こ とを ア ム ド と言 って い た 。

　また 貞唐倉大師 z』1〕に よれ ば、唐代 （618〜907） に チ ベ
ッ トの こ と を

“
lt蕃

”
と呼ん だ こ と

願 」∴刃
そ の 語 源 は 二 種類 あ る とい う・ ぴ と つ は イ ・ ドで は 過去 e・ チ ベ 。 ト の こ と を

“
吐蕃扎 25：1

’s
と言 い ・讐 の あ る地 、寒 冷 の 地

”
臆 味 して い た．チ

・・
。 甑 は こ の 諜 を 用

い て ・自 らの 居住地域 ピ 人蕃 26）
”

嬬 ・ た ． しか 塘 礁 が こ の V，に は つ パ 肉ぎ し

か な い と主張 し、チ ベ
ッ トの こ と を

‘‘
吐 蕃

”
と 呼 ん だ 。

“
吐
”

とほ 「小 さい 1 とL・う意味 で

あ る
・

目玳 （1368〜1644） に 至 ・・て か ら チ ベ 励 の こ と を
・
嶌鱶 ・7・

，・
と呼ん だ ．

・
鳥 斯

・

と は 前藏 を 指 し、臓
”

とは後藏 を指す 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　182
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）
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各 チ ペ
ッ

ト族 自治区域 の 成 立 時 期 と 1953年時 の 民族構成

自　治　体　名 成立 時期 総人 冂 藏族人 口 藏族 （％ ） 漢族入 口　漢族（％）

西 　 蔵　 自　 治　 区 1965．91 ，273，9691273 ，969100 ．G 0 0．0

果 洛 藏 族 自 治 州 1954ユ 100，102100 。io299 ．8 240 0．2

玉 樹 藏 族 自 治 州 195L12126 ，383125 ，30999 ．2 1，015 0．8

黄 南 藏 族 白 治 州 1953，1269 ，08661 ，398889 3，258 4．7

海西 蒙古族藏族白治州 1954．120 ，5857 ，999 38．9 2，718 13，2

海 南 藏 族 自 治 州 1953．12115 ，72179 ，43868 ．629 ，175 25．2

海 北 藏 族 自 治 州 1953．1273 ρ2324 ，02832 ．925 ，895 35．5

甘 南 藏 族 自 治 州 1953．10300 ，494158 ．48752 ．7117200 39．0

天 祝 藏 族 自 治 県 1950，558 ，73119 ，97234 ．0 38．096 64．9

甘 孜 藏 族 自 治 州 1950．11503 ，892420 ，314 83．4 76，070 15．1

阿孀 藏族 羌族 自治 州 1953．1392 ，707230 ，50058 ，7U8 ，821 30，3

木 里 藏 族 自 治 県 1953．245 ，47224 β9353 ．6 7β67 16、9

迪 慶 藏 族 自 治 州 1957．9158 ，68364 ，61140 ．7 27，878 17．6

　　（1953年 第 1 次 全 中国 人 口 調査 の 資料よ り）

　　　　　　　　　　　 中国内の チ ペ
ッ ト族人 口 地 理 分布表

  1982年人 冂 調査

省区 人 口 ％ 省区　i 人 口　　省区 人 口 省区 人 口 省区 人 ロ

西 　藏 1，764，60045 ．8 新　疆 1，967 凵］　東 173 湖　北 83 浙　江 35
ゴ

四 　 川 921，98424 ．0 陝　西 1，120 広　 西 149 江　蘇 82 天 　津 30

青　海 753β9719 ．6 北 　京 820 河　北 127 山　西 75 吉　林 18

甘　粛 304，5737 ．9 河 　南 521 安 　徽 105 遼　寧 6724 省区 6，896

雲 　南 95，9252 ．5 内蒙古 504 上 　海 104 黒 竜江 55

以一E合計 3β40，97999 ．8 広　東 388 湖　南 95 寧　夏 47

全 　 国 3，847，875100 ．0 貴　州 205 福　建 87 江 　 西 39

  　1990年 人 口 調査

省区 　　　人 口　　　 ％ 省区 人 口 省区 入 口 省区 人 口 省区 人 口

西 　藏 2ρ96，71845 ．6 新　疆 2235 凵］　東 932 湖　北 760 浙　江 393

四　 川 1ρ87，75823 ，7 陝 　 西 L319 広　 西 211 江　蘇 866 天　津 505

青　海 912，16019 ．9 北　京 1β29 河 　北 995 山　 西 474 吉　林 143

甘　粛 367，0068 ．0 河　南 1，606 安 　 徽 558 遼 　寧 625 海　南 lOl

雲　南 111β352 ．4 内蒙古 807 上 　海 637 黒竜江 18625 省区 18，095

以上 合計 4，574，97799 ．6 広　東 1，307 湖 　 南 552 寧　夏 198

全　国 4，593ρ721   0，0 貴　州 677 福　建 282　 江 　 西 397

181　　（  「中国人 口 年鑑 」 編集部資料　  国務院人 口 調 査 弁公 室 資料 ）

（38）
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　言語 ‘チ ベ
ノ ト語 ） は 、 シ ナ

ー
チ ベ

ッ ト 語族 チ ベ ．
ソ ト

．
ビ ル マ 語派 に属 して お り、チ ベ

ッ

トの み な らず、 ブー
タ ン 、 シ

ッ キ ム 、ネ パ ーノレ 、カ シ ミ
ール 北 襃部な どで 話 され る 。

　中国 の チ ベ
ッ ト文 化圏で は 、基本的 に 衛藏、康、安多の 3 地域 の 方言 に 分か れ て い る

。 第
一

は 、チ ベ
ッ ト自治区の 大部分 で 使 われ て い る衛藏 の 方言。第二 は 、チ ベ

ッ ト自治 区 の 那 曲、

日喀則、林芝 と昌 都地 区、四 川 省甘孜藏族 自治州、雲南省辿慶藏族白治州及び 青海省玉 樹藏

族自治州 等の 地 域で 使わ れ て い る康 の 方言。第三 は 、チ ベ
ッ ト自治区の

一部、青海省、甘粛

省及 び 四 川省阿矯藏族羌族 自治州 で 使われ て い る安 多の 方言 で あ る。

　衛藏 と安多 の 方胃 は 明 らか に 違い が 顕著で あ り、衛藏 と康 の方 言が 比較的接近 して い る。

但 し各方凭 が 全 く異な る もの で は な い の で 、あ る程度 は民族問 の 意思 の 疎通 が ・1
．
能で あ る 。

二 、藏傳佛教

　
“
藏傳佛教 2呂）

”
とは 、中国語 で 「チ ベ

ッ ト佛教 ！ の こ とで あ る が 、 乙 の 6葉白体 が あ ま り

耳慣れ な い の で はない の だ ろ うか
。

“
ラ マ 教

”“
ラ マ 僧

”
と言 えば分か る方 の ぼ うが 多い と思

わ れ る
。

　そ も そ も
“
ラ マ

”
とは チ ベ

ッ ト 語 で
、 無 上 者 、 最．．L者 とい う意味で あ り、高識有徳 の 僧 に

対
’
す る尊称 で あ った の が 、　般 の 僧 を も称す る よ うに な った ゴ葉 で あ る 。 ラ マ 教、 ラ マ 僧、

す なわ ち英語 で
“Lamaisrri” と も称 して い る も の は、外部 の 者 が

“

ラ マ

”

が 信奉 して い る教、

そ の
“
ラ マ

”
の 教 の 僧侶 とい う使 い 方で 言 い 始 め た名称 で あ って 、 ラ マ と い う経典 が 存在す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノヤ ア t．tン ジ ン
・Xt ウ　シよ　ノ’i　tt，　ドルttム

るわけ で な い
。 拉 卜楞寺活佛扎阿班志達俄堅成 多吉師2q・）か ら も指摘 を受けた が 、チ ベ ッ ト族

白身は、け っ して
‘‘
ラ マ 教

”
とか

“
ラ マ 僧

”
とは 占わ ない の で あ る。

　チ ベ
ッ ト佛教 に 関 して．、ラ マ とい う言葉を使 い 始めた の は、どうや ら清朝政府が チ ベ

ッ ト

を調査 した と きか らの よ うで あ り、中華民国 の 時代 に も調査 に 入 員を 派遣 して い る が 、そ の

後、チ ベ
ッ ト佛教を指す世 界 中 の 共 通語 とな っ て し ま って い る 。

　当時 の 学術論文 に は 、「喇嘛教」、
一
嘲嘛教 の 起源 」、陣 臓 教 の 珠数 」、「西藏喇嘛教儀式与

法器 」 な ど
’‘
喇噺 （ラ マ ）教

”
とい う

．
言葉 が 頻繁に 使わ れ・て い る 。

　現代 に な り
“
西藏密教

”
、最 近 で は

“

チ ペ ッ ト佛教
”

とい う話葉 が 使 わ れ る よ うに な っ た

が 、ほ とん どの 辞 書で 、

“
チ ベ

ッ ト佛教
”

と引 い て も出 て こ な い
。 や は り、

“
喇嚇 （ラ マ ）

教
”

な の で あ る 。

　 チ ベ
ッ ト 佛教は 大 乗佛教 3L｝，系 に 属 し、そ の 信仰 は モ ン ゴ ル 、ネ パ ール 、ブ ー

タ ン 、イ ン

ド ・
ラ ダ ッ ク 地方 な ど広域 に 根付 い て い る 。

　佛教が伝来す る 前、チ ベ ッ トに は
“
ボ ン 教 31）

”
と呼ば れ る 土着的民族宗教 が 広 ま っ て い た 。

ボ ン 教は 、万物 に は 全 て 霊 が 宿る と考え 、呪術的 要 素が 強 く、自然現象 へ の 民 間信仰、祖先

崇拝 の 民 族 宗教 で もあ っ た 。 伝説 で は、紀 元前 5 世紀頃チ ベ
ッ トの 初代国王 の 時代に は ボ ン

教が 定潜 して お り、歴代 の 国＋ は み な そ の 信 者 で あ っ た と い う。ボ ン 教 の 言 伝え に よ る と釈

迦 入滅か ら 418年 日 （今 か ら 2000 年前）、チ ベ
ッ トの 初代 国 王 と な る ＝一ヤ テ ィ ツ ェ ン ポ は 、

天 と地 を結ぶ 1天縄 ．を用 い て 高彊 の 雪嶺 に 突如降臨 し、地 元 の 民 は こ の 王 を奉 迎 して 自ら

・・王 に し た 濡 わ れ る
．

’tf ・ 鞠 ・匡i王 はそ の 後、33代国王 簾 福1・）H寺代 まで 紐 年1。 わ
176

．＿＿＿　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　（43）
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た っ て 君臨 した 。

　7 世紀、ソ ン ッ ェ ン ガ ム ポ 王 が 初め て チ ベ
ッ ト全土 の 部落 を統

一
し、吐蕃王朝 を開い た こ

とが知 られ て い る が 、チ ベ
ッ トが 強大 とな っ た こ とで 隣国 の 中国 （唐） と ネ パ ー

ル が 友好 の

印 として 嫁が せた 2 人 の 王 妃、文成公 主 とテ ィ ツ ン に よ っ て佛教が もた ら さ れ た と言わ れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T イソン’デ ッ；？

　そ の 後、佛教は ボ ン 教に よ っ て 弾圧 さ れ た 時期 も あ っ た が
、
8 世紀 の 赤 松 徳 賛 32）の 時代

に な る と、本格的 に 佛教が 普及 し始 めた 。 テ ィ ソ ン 王 は ネ パ ール か ら イ ン ド後期 の 大乗佛教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノヤ 　ンウ ラ ク シ タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パド マ サ ン ドくヴ ア

と密教 に 精通 した高僧寂 護 大 師 を招 き、大寺院建設に 着手 した。王 は更 に 蓮 華 生 33）を招
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ ムイエ

聘 し、地 鎮式 を執行 E せ 、779年、チ ベ
ッ ト最初 の 国立佛教寺院 に あた る桑耶寺が 創建 さ れ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ 　 ノ　 N

た 。 桑耶寺 で は寂護大師を導師 に チ ベ
ッ ト族 6 人 に授戒が 行わ れ 、僧伽 （佛教教 団） を形成

する
一

方、サ ン ス ク リ ッ ト語経典 を チ ベ
ッ ト語 に 逐語訳する翻訳事業 の 拠点 とな り、佛教 の

普及 活動が着 々 と進 め られ て い っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ム　；　 ツ　エ　 ン　 r

　テ ィ ソ ン 王死後、蓮華生はそ の 後 の 木赤賛普34）王 の 政治 を助 け 、 法 律の 制定、佛教学 の 伝

授、顕教 ・密教 の 両方を備えた佛教 、
い わゆ る チ ベ

ッ ト佛教の 創建に 貢献 した 。

　 　 　 　 チ ルパ チ エン
　9世紀、赤熱巴堅 35）王 は、ボ ン 教 の 活動 に制限 を設け 、 佛教の 繁栄 を促 した た め 、初期チ

ベ
ッ ト佛教 は版図 を広げ 、 大 い な る 発展 を 遂げ る 。 しか し 841年、そ の 兄 弟で ボ ン 教徒 の

ラ ンダ ル マ
朗達瑪

36）が 王 に な る と廃佛政策を取 り始め る 。 842年、朗達瑪王 は暗殺 さ れ る が 、廃佛政策

は続き （842〜846年）、佛教は 王 室 の 保護 を失い 、受難 の 時代 を迎 え る 。 そ の 後 の 100年間、

チ ベ
ッ トは群雄 割拠 の 時代を迎 えた。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ A

　朗達瑪 の 廃佛政策 の 際、僧侶達 は康
一

帯に 逃 れ 、 佛教 は蓮華生 を祖 とす る在家行者等 に よ

っ て 伝 え られ命脈 を保ち、復活 の 時 を待 っ た 。
こ れ は そ の 後 ll 世紀以 降 に 伝来 し た 新訳 密

　　　　　　　　　　　　　 ニ　　ノ　マ
教 と区別 さ れ 、古密教 （古派 ；寧瑪派3T）） と呼ば れ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア　リ　

　

　朗達瑪 の 後裔 の 吉徳尼瑪袞が 、10 世紀前半 の 奴隷 と平民 の 大蜂起 の さ な か に 阿里 38）に 逃
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツアノダ 　ツア ブ ラ ／　 　 グ ゲ

げ、そ の 子 の 徳祖袞 が 今 の 札達県札布譲一帯 に 古格王 国を打 ち建て た 。 11世紀、佛教は こ

の 古格王 国を発端 に 再び甦 り、チ ベ ッ ト全 土 に広 ま っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド テ イ

　ノヤ

　 1042年、／ ン ド後期佛教 の 総本 山ヴ ィ ク ラ マ シ ー
ラ 大寺院 の 大学匠阿底峡39）が 招か れ、

未整理 の 状態に あ っ た タ ン ト ラ密教 の 方 向性を是 正 して体系化 し、チ ベ
ッ ト佛教 の 暴盤を築

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ドムト ウ ン バ
い た。阿底峡 の 影響は各方面 に 及び 、弟子仲敦巴4G）は、阿底峡の 「菩提道燈論」 の 理 論を基

　 　 　 　 　 　 　 　 ガ ダ ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノオ ンカ バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ガ ゲ ム

礎 として 1056年に 迦當派 41）を創立す る 。 後 に 宗喀 巴
42）が 阿底峡 の 教学 を 基 礎 とし新迦 當派

　 　 　 　 　 ゲ ル グ

ともい え る格魯派43） （1409年） を創始す る こ とに な る
。 そ し て 、12 世 紀前半 ま で に は チ ベ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t 　ギ ヤ 　　　　　　　　　　　　　 　　　 カ 　ギ ユ

ッ ト佛教の 主 要宗派、薩迦派 44） （1073年）、嚆舉派45〕 （1121年）が 誕 生 した。

　 　 　 P 　ア　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l ン ドtレ リ ン 　　　　　　　　　　　　 ドノレジエク P

　　 《寧瑪派》開祖 ＝ 蓮華生 　本山 ＝敏珠林寺 （南流）、多吉扎寺

　　　 ニ ン マ とは
“

古派
”

を意味 し、8 世紀 に 蓮華生 が 築 い た チ ベ
ッ ト初期佛教 の 流れ を継承す

　　　る 。 紅い 帽子 を被 る こ とか ら紅帽派 とも言 わ れ る 。

　　　 ボ ン 教 の 影響が濃 く、他 の 宗派 が イ ン ド後期大 乗佛教系の 新訳 密教 を 聖典 として 拡張 させ

　　 て い く中、古密教 に 依拠 した寧瑪 派 は 不純 な要素 を も つ 非伝統的佛教で あ る と批判 を受け る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ プ ノヤ ム バ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　ア f エ y ’
　　　よ うな っ た。14世紀 の 隆 欽 繞 降 巴 は新興 宗派 の 批判 に 対抗す べ く、寧瑪派究極 の 奥義で

　　　あ る 「大 究竟」 の 教 え を初 め て 文 字に 記 し、教義 を整 え た 。
「大 究竟一1 は三 部 （心 部 ・界

175
部 ．秘訣部） に分け られ る が 、森羅万象は本来的 に 解脱 した 「心 性」 で あ る と説 く。

（44）
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　 サ キ ヤ 　 　 　 　 　 　ク ン 　 　 ク ン チ ヨク ’ゲルポ 　 　 　 　 サ キ ヤ

　《薩迦派》開 祖 ＝ 昆寶王 貢 卻嘉 波　本山＝薩迦寺

　薩迦 派 の 開祖は天孫降臨伝承 を持つ 神聖家系昆
一
族の 貢卻嘉波 46）で 、同派は昆氏 の 系統か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド　 ク　 ミ

ら選ば れ る世襲制で あ る 。 同派 の 基盤 は、開祖 の 貢卻嘉波が卓彌47）訳 経官 か ら伝授 さ れ た 新

訳密教 「時輪 タ ン ト ラ」 で あ る 。 有能 な 人 材 を多 く輩出 し て お り、サ キ ャ
・パ ン デ ィ タ

（1182〜1251）は、出家教団 の 戒律問題 の 規範 を提示 し た 「三 律儀分別」 な ど を著す
一方、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ドぐ　　ス　 　パ
モ ン ゴ ル に おい て も布教 し活躍 し た 。 13世 紀 に 登場 した サ キ ャ

・パ ン デ ィ タ の 甥 の 八 思 巴

48）は、パ ス パ 文字を創作 した こ とで 知 られ る が 、元朝皇帝の 師 とな り、全 チ ベ
ッ トで 権勢 を

誇 っ て 13 万 戸の 統領 とな り、薩迦派 の 全 盛期 を築い た。俗 に 花教 とも呼ば れ る 。

　 カ ド ユ　 　 　 　 　 　 テ イ ロ　バ　 　 　 　 　 　 ン ル ブ

　《嚆舉派》開祖 ＝ 底洛 巴49） 本山 ＝楚 布寺

　嚆舉派 は イ ン ド在家 の 密教行者 の 底洛 巴 を 開祖 とす る 。

“
嚆
”

とは佛語 を表 し
“
舉

”
は伝

承 を表す 。 イ ン ド後期密教に 基 づ く ヨ
ー

ガ の 神秘体験と師弟問 の 秘伝寺喜寿 を必須 とす る の

が 特徴で あ る 。 僧侶 は白衣 の 葬儀 を着 る た め 俗に 白教 とも呼ばれ る 。 多くの 分派が あ り、
カ　JL 　マ　カ 　ギ ；
嚆瑪嚆舉派が チ ベ

ッ トで 最初 に 「転生活佛」 制度 を導入 した こ とで 知 ら れ る 。

　 ギ ル ゲ　 　 　 　 　 　 　 　 ツ t ノh パ 　 　 　 　 　 　 ガ ン デ ン

　《格魯派》開祖 ＝宗喀巴　本山 ＝ 甘丹寺

　チ ベ
ッ ト佛教 の 中で 最 も新 しい 格魯派 は、そ の 頂点に あ る法王 ダ ラ イ ラ マ の 存在か ら見て

も現在チ ベ
ッ ト佛教最大 の 宗派で あ る 。 格魯派は僧侶が 黄色 い 帽子 を被 る こ とか ら黄帽派 と

も呼ば れ る 。 同派 は戒律を重視す る こ とで 知 られ る が 、従来 の 密教は性的 ヨ
ー

ガ の 実践に よ

り、戒律 を無視 し、乱れ た傾向に あ っ た た め 、 宗喀巴 は顕教を完全 に 修 め た 者だ け が 、無上

瑜伽 タ ン トラ の 実践 を許可 さ れ る と し、顕教 を 重視 して倫理道徳、戒律 を重ん じた。

　な お 、紅帽派、黄帽派、花派、白派 とい っ た宗派 の 呼び方 も、外部 の 者が チ ベ
ッ ト語 で は

言 い 難い ため に付けた呼称 で あ り、現地 で は使 わ れ な い 名称で あ る 。

三 、 〈甘南藏族自治州〉

　　 1，歴史

　　　 甘粛省は 、中原 の 西北部に 位置す る が 、現在 の 中国 の 国土 か ら 見 る とち ょ うど中心 に あ る 。

　　 甘粛は、甘州 （現 ：張摧市） と粛州 （現 ：酒泉市） の 第一字を合わ せ た 名称 で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぜ い じゆう

　　　 春秋時代 （前 770年〜前 403年） は秦 と異民 族 の 西 戎 に 属 し、秦代 （前 221年〜前 206

　　 年） に は隴西
・北地両郡が 置か れ 、西部は 月氏 に属 した 。 漢代 （前 202年〜8年）は涼州が

　　 置か れ・、金城郡 白石県 の 郊外地 で あ っ た。後漢代 （25 年〜220年） に は 金城郡が 廃止 さ れ 、

　　 河関県隴西 郡 に 改定 さ れ た 。
三 国時代 （220年 〜280年） に は 魏 に 属 し、西 晋時代 （265年

　　 〜 316年） に は涼 の 管轄で あ っ た。

　　　 唐代 （618年〜907年）に は 隴右道 が設 け られ る と ともに、一部が 関内 ・山南両道 に も属 し

　　 た が 、唐 の 勢力が弱 まる と 吐蕃 の 領土 とな っ た 。 宋代 （960年〜1279年）初期は 陝西路 に属

　　　した が 、の ち に秦鳳 路が分置 さ れ る と と も に 、
一

部が 永興 軍路 と西夏 に 属 し た 。 元代 （1271

173
　年〜1368年）は陝西 行 中書 に 属 し、の ち に 甘粛行中書省が 分 置 さ れ 、明代 （1368年 〜1644

（46）
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年）は 陝殴 布 政使 司 に 属 し
、 清代 （］644年 〜1912年）に 廿粛 力殻 置 され た 。 中華民 国

（1912年〜1948年）成立 後、青海西 寧道 の 循化県 を設置、現在 の 中華人 民 共和国 （1949年
〜） の 成立後、1953年 に H南 藏族 自治区、1954年に 甘南藏族自治州50）と改称 さ れ、夏河5u ・

碌 曲52h
瑪 曲53） 選 部5”｝　 ・舟任押 ・卓尼 ・6）・臨譯・・切 7 つ の 県力洲 の 管轄に は い ． た 。

2．上也理 と人 N

　中国政府 の 統計資料 （90年出生 人 口 調 査）に よ る と、甘粛省 の 人 口．は 2378万人、 うち チ

ベ
ッ ト族 は 367，000人 。

．
H南州 の 人 口 は 592βoo入、 うち チ ベ

ッ ト族 は 276，000人 で あ る 。

繍 省 の チ ベ
・ 嗾 は

．
瞞 少ll喋 中 して 籾 、な か で 榎 河県 1ま、人 ・ 139，637　A の 62％ に

あ た る 86，600 人 が チ ベ
ッ ト族 で あ り、 甘粛省 チ ベ

ッ ト族人 ロ の 23．6％ が 集 中す る地 域セあ

る 。 ちな み に 中国内の チ ベ
ッ ト族は 前掲 の 表 に あ る 通 り全 国に 459万人い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ 　ロ　ク．
脯 藏鱒 婚撫 ・繍 省 の 醐 ・西 臆 海省無 鏃 自酬 保 臟 族自治州磯 し、

南は 四 川 省阿墻藏族羌族 自治州に 接 して お り、チ ペ
ッ ト文化圏 と して は最東端 に 位 置す る 。

総面積 38，748km2 、最高海抜 は選 山 の 主峰が 4，920　m 、最低地 点は 瓜子溝 口 の 1，172　n） で 、

平均海抜 は 約 3，000　m あ る th 地形 は 全体的に 西北部 （チ ベ
ッ ト自治区 ・青海省）か ら東南方

向 （陝西省 ・四 川 省） に 向 か っ て 1頃斜 して お り、そ の 先 は陝西省 の 秦嶺山脈 に まで続 く。

　面積 で は 日本 の 関 東 （一都 六 県 で 32，144km2 ） よ りや や 大 き く、北 ア ル プ ス 白馬岳

（2932m ）・立 i．lt（3015m ） とい っ た 高 さ に 関東平 野 が あ る と考 え て み れ ば想像 が つ くか も

しれ な い 。 人U 約 60 万 人 で あ る か ら人 口 密度 は 17人／m2 に し か な らな い
。 北 海道 で さ え

73人ノk  で あ る か ら、ま さ に 広 々 と した大 自然が続 くの で あ る 。居住 して い る 民 族 は チ ベ
ッ

ト族の ほ か 、漢族 ・
回族な どもい る 。

　夏河 県下に は 8 つ の 郷が あ り、唐柔昴ees58）は そ の ひ とつ で あ る 。 唐系昴郷政府の 資料 に よ

る と、唐ヌR昴郷 の 人 口 は 2，970人、うち チ ペ
ッ ト族は 2，40e人、漢族が 430人、回族が 140

人。人 凵 の ほ とん どが チ ベ
ッ ト族 で あ り、 チ ベ

ッ ト族 の 人 口 比率の 高い 甘南州 で も正 に チ ベ

ッ ト族 の 町で あ る。また唐票昴郷 は 16 の 村か らで きて お り 、 総戸数 560 戸強で あ る 。

　唐柔昴郷 の Li」の 最 高地 点 は 2，900　m 、気候は 寒冷 で 冬が 長 く夏は 短 い
。 冬は雪 ・雹 （ヒ

ョ

ウ）が 多 く、平均気温 2．6℃ 以下 で あ る 。

　郷 の 歴 史 に つ い て 残 っ て い る 資料 は な い が、栄悟 寺 鋤 の 現在 86 歳 の 長 老僧で あ る
ビ　 ク　ア　 ナ 　

tt
　
’レ　 ソ　 シ　み

比 丘 羅桑桑珠師 6ω に よ れ ば 、 生 ま れ て か ら今 日 まで の 災害で 記憶 して い る の は 、大雨 が
一一・

回

降 り山崩れ で 民 家が 破壊 さ れ た こ と が
一

回あ っ た だ け で 、そ れ 以 外 の 天 災地 変は全 く経験 し

た こ と が な い とい う。 郷 の 人 々 は こ れ を、冒々 の 祈 D を欠か さ ず、 佛教 の 教 え を守 っ て きた

か らだ と信 じて お り、そ れ ほ ど 自然環境 に 恵 まれ た場所 で あ る 。

3．経、済

　唐柔昴郷 に は こ れ と い った 産業は な く、半農半牧主体で 、ほ と ん ど自給 自足 の 生酒 を して

い る D

　夏河県全体 の 耕地 面積は 7700畝 （513．3   ）。 但 し、山中 の 傾斜地 に あ る 畑 の 面 積は 含ん

で い な い
。 こ の 山 中の 耕地 面積は 3100畝 （206．7   ）余 りあ る が 、気象条件 に よ っ て 日照 り　172

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （47）
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栄悟 寺 の 最 長老 僧、前任 の 主持で あ る 比 丘 羅

桑桑珠 師

に な った り、寒気が 来 る と荒地 に な っ た りす るた め、

多 く の 食糧 を獲 る に は 向い て お らず、敢 え て含 ん で い

ない 。 耕地 ・非耕地、山川 ・森林な ど の 総面積は 、約

78．6 万畝 （52400   ）で あ る 。

　地 形 は中心 を大夏河 とい う黄河 に 続 く川 が 走 り、両

側 は 山林 と高原 で 覆わ れ て い る。山林は 松 ・柏が 生 い

茂 り、一年中青々 として い る 。 谷間 に も松 ・柏 ・樺、

川辺 に は低木 の 灌木が茂 る 。 山中の 森林 に は 馬 ・鹿 ・

兎 ・狐、そ して 多数 の 鳥類が い る 。 高原 で は、牛 ・

馬 ・
ヤ ク

61）・チ ペ
ッ ト羊等約 2万頭 の 家畜が 放牧され

て い る 。

　農業 で は、水田 が ひ か れ 、 小 麦 ・裸麦が 播 か れ る 。

畑に は 蚕豆 ・えん ど う豆 ・菜 の 花 ・胡麻 ・じ ゃ が芋 な

ど が 植 え ら れ る 。 水 田 の 1畝 （6．7　T，
一
） の 生 産 量 が

300kg、畑 の 1畝 の 生産量 は 150　kg。作物 は 全 て 無

農薬で栽培 さ れ 、化学肥料 は
一

切加 え ら れ な い が 、こ の 作物は 自給 自足 を賄 うた め に作 られ

る もの で あ り、商品 と は な らない
。

　唐柔昴郷 の 1997年度 の
一

人 あた りの 年問所得 は 730元 （1元 ＝16 円喚算で 1L680 円）、

月所得 は 60元 （960 円）で あ っ た 。 90年 の 年間所得 は 368 元 （5888 円）で 、倍 に は な っ て

い る が 、郷人民政府の 役入 で あ る才譲扎西氏曰 く 「生活 が 豊か に な っ た の で は な く、物価 が

上 昇 した こ とに よ る も の だ 」 との こ と。

　中国 の 生活収入 は、国家統計局発行 の 資料に よ る と都市生活者で 年間所得 4，377元 、農村

生 活者 で 1，926元 で あ る か ら、こ の 地域 の 所得収入 が い か に少な い か 分か る 。

　郷 内で は、自給 自足 の 生活 を して い る ため、経済活動は あ ま り必 要 とせ ず、例 えば 住 い を

建 て る木材を調達す る に は、寺か ら施 しを受け る か、自ら断 りな く森林 を伐採 して 来て 、建

築材 に 充 て て い る 。 しか し森林の 伐採 に つ い て は 、国有林 として管理 され て い る た め、本来

は 国家に よ ッ て 禁止 さ れ て い る 。

　金銭が 必要な 時は、家畜或い は木材資源 を 市場 に re　o て 行 き 、 売る こ とで 現金 を得て い る。

今の相場で は、牛一頭 1000元、羊
一

匹 250〜300元 で 売 る こ とが で き る。

　　 4．人 口 問題

　　　 1982年中国政府 が 甘南州で 、〈甘南藏族自治州計画育成実施 法〉を公 布 した 。 そ の 中で 、

　　 放牧地域 に 住 み 、交通 に 不便が あ り 、 労働 力 の 足 りな い 半農半牧 の チ ペ
ッ ト族は 、子 供 を 3

　　 人 まで 産ん で も よい こ とに な っ た 。 83年 よ り実施 と な っ た が 、実際 に は 強制 し な か っ た。

　　 96 年 に 公布 した 新 しい 規 定 に よ る と、唐須昴郷 で は 子 供は 2 人 だ け しか 認 め て お らず現在

　　 は厳 しい 人 口制限 を 行 っ て い る 。 96 年以前 は、一家庭 に 子供が 7〜8 人 い る 乙 と は珍 し く な

　　　く、10数入 い る場合 もあ り、平均 で は 一家庭 に 子供 4 人、父母、祖父 母 の 3 世代 が 同居 し

171
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　ま た 90 年 か ら制限以上 に 子供 を出産 す れ ば、・f’供 1人 に対 して 500元 の 罰金 が 課 せ ら れ

る よ うに な っ た 。 彼 ら の 年収 か ら見て 大金 で あ り、規制の厳 し くな った 現在 で は法律 を厳守

せ ざ る得な い 状況 に な っ て い る 。

　甘南州 に は拉 卜楞寺が あ る た め か 、非常 に 宗教 の 社会的地位 が 高 く、唐 ゑ昴郷 も　
‘‘
ラ マ

村
”

と呼ば れ る ほ ど信仰 が 厚 く出家僧 が 多い （．一．・人 も出な い 村 も多 く あ る）。 回族 が 回教

（イ ス ラ ム 教） を信仰 して い る以 外、ほ とん ど の 者が チ ベ
ッ 1・佛教 を信仰 して お り、郷内 に

あ る 佛教寺院は栄悟寺 の ほ か 、曼隆寺62）、扎西寺醐 が あ る 。 郷人民政府 の 資料 に よ る と、出

家僧侶 の 総数 は 110人、27 人 に 1 人は僧 侶に な る た め出家 して い る こ とに な り、出家率が

非常 に 高い こ とが わ か る 。

　宗教的理 由以 外 で 出家す る場合 も あ り、貧困 に よ り親が 子供 に 食べ 1 せ る こ と も大変で 、

教 育を受 け させ る こ ともで きな い た め に 出家 させ る こ と も あ る
。

　96 年以 後 、 国家政策 の 実施に よ り予供は 2 入ま で とな っ た 以上 、長男 は家に 留 ま り親 の

面倒 を見な けれ ば な らな い チ ペ
ッ ト族 の 習慣が あ る た め、出家者 も減る の で は な い か と思 う。

5． チ ベ
ソ ト族以 外 の 民族

　こ の 郷 に 漢民 族は 人 口 の U6 し か い な い
。

こ の 漢族が 居住す る ように な ワ た の は 1958年
の 文化大 革命時代、宗教改革 に よ っ て 派遣 さ れ た 人 々 が 初 め で あ る 。 それ以 来 、

こ の 地 に 居

住 して い る が 、漢族 の 多 くは文革当 時 に 恐 ら く学習 の た め に ド放 さ れ た も の と思 う。彼 らの

言語 ・習慣 は 現地 人 と同化 して い る。い わゆ る漢族 ら しい 習慣 とい え ぱ 、チ ベ ・
ソ ト族 が 宗教

上 の 埋 由で食 さ な い 鳥 を食 し、訛 りの 強い 中国語 を話す こ とで あ る。

　回 族 と の 関わ り に は 歴史的事件が 起 きて い る 。 1917年、国民 党に つ な が る 軍 閥 が 隣 の 臨

夏 に 侵入 し、2 干人余 りの チ ベ
ッ ト族が 殺害 さ れ 、 三 十を超 え る寺院が 破壊 さ れ た。回族 の 　．

馬麟が 率い る 軍閥の 軍隊が 拉 ト楞寺 に 駐 屯 し、寺院 の 慣習に 対 して 口出 しする よ うに な っ た 。

　拉 ト楞、寺で も 1928年、軍閥の 馬 伸英 （や は り回族） の 軍隊が 来 て 、僧侶 を殺害、貢唐倉

大師 の 祭壇 を焼 き、現地 の 入 々 と衝突 を起 こ す とい う事件が 起 きた 。
こ の 事件が き っ か け で、

唐頚昴郷 の 人 々 が 回族 を嫌 い 、現地 か ら追 い 出す よ うに な っ た 。 20 世紀初め、甘 南州 に は

多 くの 回族が い た が 、現在 で は 140人 ほ ど住ん で い る だけ で あ る 。 こ の 回族 は 、文化大 革命

時 に 移 り住ん で きて 、そ の まま残 っ た 人 々 で あ る 。

　占代 よ り甘粛省は 河西 回廊 と して 、ま た 青海 ・四川 ・
チ ベ

ッ ト方 面 へ の 要衝で もあ り、多

くの 種族 との 親交が あ ・た ・ 特 に 勵 に 寧夏 回族 自治区 が 効 、 回 族 と の 繋 が り は強 く、そ

れ ぞれ の 民 族が 尊重 しあ い 同 じ地 で 居住 して い る 。 互 い に 宗教 の 信仰は厚 く、 そ れ ぞ れ の 民

族は 全 く違 う気質を持ち、相容れ な い 文化 を持ち、歴 史 的 に は 困難な時期 啗 あ っ た が 、現在
で は チ ベ

・ 嗾 膿 耕・ 牧畜を営む
一

方 、 回族は商人 として 長け て お り、そ れ ぞ れ が 役割 を

分担 し て 生活 して い る よ うに 見 え る 。

6．生 活

私 が 調査研 究 に 訪れ 塒 ・ 電郊 樋 じて ・・な か ・ た．2年 前 まで 電気 が 通 。 て い た が 、変
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電設備が 壊れ 、 修復 され て な い と の こ とだ っ た。しか し住民は何 の 障害も感 じず生活 して い

る よ うで あ っ た 。 郷内に は テ レ ビ を持 っ て い る家庭 もあ りア ン テ ナ も立 っ て い る が 、停電 で

不便だ と思 っ て い る 様子は な か っ た 。

　2、3 軒あ る商店 （雑貨店） の 1軒が 自家発電 し、週 に 1 回 は軒
一
ドに テ レ ビ を持 ち出 し、1

人
一角 （1．6 円）で 上 映会 を開 い て い る 。 電話機 は 人民 政府 に 1 台あ る の み で 、携帯電話 も

通 じなか っ た （ちな み に 中国の 携帯電 話は、衛星方式 の た め全国何処 で も繋が る はずな の だ

が）。

　な お 、こ の 11 月 に 私 が 北京 に い た 時 に 聞い た郷政府 の 話 に よ る と、電 気は通 じる よ うに

な っ た そ うだ。

　郷 の 人 々 の 食生活は 、
“

ツ ァ ン パ
”

と呼ば れ て い る 、 大麦 （中国語 で は
“
青裸

”
） を炒 っ て

挽い た 粉に 自家製 の バ タ ー、好み で チ
ーズ や砂糖を加え、熱湯ま た は バ タ

ー茶 を注 い で 団子

状 に 捏ね て 食す る 。
こ れ が チ ベ

ッ ト族 の 主 食で あ る が 、唐ゑ昴郷 で は、カ レ
ー
粉、香辛料 を

少々 混ぜ た乾パ ン も主食 として い た
。

　年 に 何回 か は、例えば チ ベ
ッ ト族 は夏 に 1週 間ほ どバ カ ン ス として 登 山 し、高原 で ピ ク ニ

ッ
ク を す る が 、そ の 時だ け牛 また は羊 を塩茹 で し、羊 の 腸に香辛料 をた くさ ん入 れ て どろ ど

ろ に 煮た もの を食べ る。そ の 他 に は小麦粉 を
“
油条64）

”
の 様に 揚げた揚げ パ ン な ど も食べ て

い る 。油は 主 に 菜の 花か ら採取 した 油 を使 う。

　客人 をもて なす際に は ツ ァ
ン パ や バ タ

ー茶を 出 し、キ ャ
ン デ

ー
を出す場合 も あ る が 高級品

で ある 。 砂糖な どの 甘味料は貴重品で あ る
。

四、〈拉 卜楞寺〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フン ヨ ト ウ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ベfレノノプハン ダ ン y ン

　1709年 （清朝康熙 48年）、青海和碩特前首旗河南蒙古族 の 貝靭察汗丹津親王 が 迎 え 、 第

一
世嘉木様阿旺宗哲大師65）が 拉 卜楞寺 66）を建立 して 主持 とな り 、 佛 の 教 えを世 に 広め た 。 青

海茄漬縛前首旗 とは、現 在 の 青海省黄南藏族 自治州 の 辺 りに あ っ た 蒙古族地 区 の 統領 の 意味

で あ る 。

　　　 拉 ト楞寺は、正 式 に は
“
嚆丹夏珠達爾吉扎西 鄲蘇碕貝琅 6了）

”
とい う。 夏河県拉 卜楞鎮 の 西

　　 側 に 位置 し、 チ ベ
ッ ト語 で の 意味は 、「喜 を具 え修 を講 じ栄 え る、マ ニ 車 68）右回 りの 寺」 で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ シ 　キ ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク v

　
キ ル

　　 あ る 。人 々 は こ の 寺院の あ た りを扎西奇 と呼ぶ こ とか ら扎西奇寺69）とも呼ばれ る 。 の ちに嘉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ ジ ヤ ン

　　 木様
70） （ジ ャ ム ヤ ン ）第

一
世活佛大師が

“
拉章71）

”
の 宮殿 （チ ベ

ッ ト佛教で は高僧 の 宿舎 の

　　 こ とをい う） を落成 し、厳密な
“
拉章

”
組織 を制定 した うえで 、寺院 の 教務及 び 地 方政務 な

　　　ど の 実務執行 の 責任 を明確 に し た 。 人 々 は 、嘉木様第一世 活 佛大 師 を敬愛 し、こ の 寺 を

　　
“
莅輩霜西寄寺

”
とも呼ん だ 。 年月 を経て しだ い に

“
タ シ

ー
キ ル

”

の 文字が 省略 さ れ、
“
ラ ジ

　　　ャ
ゾ
’

の 文字 も発 音変化 か ら
“
ラ プ ラ ン （拉 卜楞）

”
へ と変わ っ て い き、現在 の 名称 とな っ

　 　 た 。

　　　 拉 卜楞寺 の
tt

教 え
”

の 骨格は、顕教 72）と密教 の 両 方で あ る 。 拉 卜楞寺 が 属す る チ ベ
ッ ト佛

潟 教 ・ ゲ ・ グ派 ・顕教纈 学問 と して お り・佛門 に 入 ・て か ら 1〜2 年は 顕教 を学習す る ゜
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こ れ を修 了 し な け れ ば 密教 を勉強す る事は で きず、修

了 で きず に 何年 も顕教を学ん で い る 僧 も多い
。 顕教を

学ぶ 院を聞思学院、密教 を学ぶ 院 を続部上 ・
下院 とい

う。拉 卜携寺で は 、ほ とん どの 僧が 顕教 を学習 して い

る 。 寺院内 に
‘
聞 思 学院73）

”
、
“
続部下 院74）”

、
’‘
続部 E

院
’
「s）
”

、

“
医薬学院 7 

”
、

‘‘
時輪 学 院胃 ）

”
、

“
喜金 剛学 院

7e）”
の 六 大学院 が あ る 。 所有 す る 経典 ・書籍 の 数 は

68，130点 もあ り、 ラ サ を含 めた 中国に あ る チ ベ
ッ ト佛

教の 寺院 で は最大数 の 藏書 を抱 え る。

　こ の 寺院は 、1†歯州 で 最 も地位 の 高い 寺院で 、安多

地 区 の 政治 ・文化 ・宗教 ・教育の 最 高中枢機関 で あ り、

チ ベ
・ 嗾 は、達頼喇嘛 を く目〉、｝騨 喇嘛 を 〈月〉、

拉 卜撈寺の
．一一

部

そ して こ の 拉 卜楞寺 の 最 も地 位 の 高 い 活佛、嘉木様 を 〈星 〉 と尊敬 し て 称す る ほ どの 影響力

を持 っ て い る の で あ る 。

　チ ベ ッ ト佛教の 総本山は 、 ラ サ に あ る
“
ポ タ ラ 宮

”
で あ る が 、達頼喇嚇が 不在 の 現在、文

革で 破壊 さ れ た 建物 も完全 に 修復 され 、政治力 も保持 し、学術研究書籍 の 数 は言 うまで も な

く、
．
僧侶 の 学力水準 も高 く、本来 の チ ベ

ッ ト佛教 の 姿 を残 して い る 寺 院 は拉 ト楞尋 しか な い 、，

　寺 の 占有地 は 86，8ha 、建築様 式は チ ベ
ッ ト式 と漢式 （宮殿式） の 混合 で あ る 。 1950年 に

は、僧徒が 3424人、活佛が 68 人、大小 の 僧侶官が 564人 も い た が 、現在 で は僧侶 は 全 体で

500入余 り しか い な い 。 1982年、中匳国務院 に よ り正 式に 全 国重 点文物保護機関に 指定 さ れ

た 。

　拉 卜楞寺に 所属す る 寺院は 108あ る 。
こ れ は経典が 108巻 あ る こ とか らきて お り、108 と

い う数字 は古祥 を表す。但 し対外的に は 108 寺 とい っ て い るが 、実際に は増 え つ づ け て い る 。

所属す る寺 は、三 つ の 形式 に 分け る こ とが で き る。

　甲　政教 の 二 権 を管理 す る 寺 院で 、21 寺。

　乙　教務管轄 が 拉 卜楞寺で あ る寺院 （拉 卜楞寺は教務 を管理す る が 、政務管理 の 権限は な

　　　い ） で
、 33寺 。

　内　宗教上 、密接な 関係 に あ る が 、直接 に は政教実務 を管理 され て い ない 寺院 で 、40 寺 。

五 、 〈栄悟部落〉

　唐 承昴郷 は 、そ の 甘 粛省蘭州市か ら四 川 省成都市 ま で 通 じ る 国道 213 号線 を 南下 し、
351km の 標識 が あ る 川沿 い の 西側一

帯 をい う。 東南に は合作市79）、西南には 夏河県扎油郷 、
北部に は完須灘郷な どが 隣接す る 。

・賦 名称 は 「甘粛省甘 南藏族 自治州 夏河 県唐票 昴郷 」とい う調 甫 藏族 自治州 の 州政府

哘 政機関） は こ こ か 硬 に 50k ・濔 ドした 夏河県合作市に あ る藷 ゐセ昴 郷 の 名称は 行政 に

よ っ て 定め ら れ た も の で あ る が、現地 人 は
1‘

栄悟部 轡 。・）17

とい う名称 を使 う。栄悟部落は 、　 168
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5年前に 蘭州一成都問 の 国道 が で き る ま で は、西北 40km 余 の 地点 に ある 「拉 卜楞寺 （ラ

プ ラ ン 寺）」 へ 参拝に 行 く信者が 徒歩で 、或い は馬 に 乗 り向か う為に 必 ず通 る重要地で あ っ

た 。拉 卜楞寺 は チ ベ
ッ ト三 大地区 の び とつ ア ム ド （安 多）地 区 に お い て 、中国全土 の チ ベ

ッ

ト佛教寺院 に 最 も影響力 の あ る 大寺院 の ぴ とつ で あ る 。 ア ム ド地 区全 て の 人々 に と っ て
、 全

て の 精神 の 拠 り所 で あ り、宗教の み な らず政治 ・経済 の 中心 地 で もあ る 。

　周
・秦両代、西羌 の 地 で あ っ た頃か ら、こ の 部落とい う社会組織 の 基盤が で きて い た。吐

蕃が 河隴を占領 し、西 羌 と吐蕃の 部落 が 統合 さ れ 、そ の 中で 部落は制度 と して 成熟 して い く。

五 胡十六 国時代か ら宋代まで 、中央 の 王朝勢力 の 完全 な る支配 は届か ず、政治上 の 統一が で

きな い た め、こ の 地域で は民 族、部落間 の 紛争が 絶 え る こ とは なか っ た 。 部落組織 は外部か

ら自らを守 ろ うとす る た め、よ り強固な組織 とな り発展 し て い っ た 。

　元 ・明代 に は、部落 と中央王 朝が 妥協をは じめ、地方行政組織 とな っ た 。 こ の 関係 は

1958年に 中国が 制度改革 を実施す る まで 続 い た 。

　も ともと甘南州は他 の チ ペ
ッ ト族地 区 よ りも内地 に 近 く、古来 よ り歴代 の 中央王 朝 に 比 較

的重要視 さ れ て い た が 、元
・明両代 に は 、 こ の 地方 へ の 統括機能が 更に高 め られ て い っ た の

で あ る 。 中央王朝の 許可制 に よ る官吏入事 を取 り入 れ、各部落 の 首長を官吏 に任命 した こ と

に よ り、部落 の 首長 も朝廷 の 力 を借 りて 勢力拡大 を画策 して い っ た の で あ る 。

　甘南州 の こ の 唐柔昴郷付近 は地理 的 に 外部 との 連絡 が 取 りに くい 高原 で あ る た め 、部落規

模の 大小 の 差が 大 き く、1 つ の 大部落が で き る と下 に 小 部落が 生 まれ る 構造 に な っ て い る 。

こ の た め部落の 数が 分か りに くい ほ ど複雑に存在 して い る の で あ る 。 生活環 境に は厳 しい 自

然条件が 伴 う地域で はあ る が 、狭い 範囲内に 部落が ひ しめ き合 うた め、自給自足 の 生活維持

に は何か と便利 で もあ っ た よ うだ。

　　 政治

　　　 明代 （1368〜1644）、チ ベ
ッ トは、明朝政府 の 直轄地で は な か っ た が

、 布政司 が 置 か れ て

　　 い た 。 明朝政府は 、 甘粛 ・青海 ・
チ ベ

ッ ト地 区に対 し、 元代 （1279〜1368） の 農牧分割統治

　　 の 方式 をそ の まま採用 し、政府直轄地 に 近 い 地 域 の チ ベ
ッ ト地 区 で は 土 司制度81）を実施 、遊

　　 牧地区 を 中心 に こ の 制度が 遂行 さ れ た 。

　　　 歴代 の 王 朝は 西南 ・西 北の 辺境地 の 安定 を保 つ た め、現地 の 部落 に 世襲制の 官職 を与え、

　　 土地 と民族を掌握 させ た 。 地位で 言 えぱ、今 の 唐豕昴郷政府郷長 に あた る 。 元 王 朝か ら始 ま

　　　っ た こ の 土 司制度は、明王 朝で 正式な制度 として 完成 さ れ 、清王朝 で も踏襲さ れ た 。 中華民

　　 国 と な っ て か ら も大 きな変化は な く採用 さ れ 、1958 年 に 中華人 民 共和 国共 産党政府 が チ ベ

　　　ッ ト制度改革を実施す る まで 続け ら れ た 。 甘南州 で も政治権 は 土 司 の 手 中 に 掌握 さ れ 、栄悟

　　 寺 も当然例外 で は な く、栄悟寺 の 建立 当初か ら寺 院の 土 地 と神民82）は 土司 か ら下賜 さ れ た も

　　 の で あ り、い ずれ も土司 の 所有 に 属 し、土司 の 支配下 に 置か れ る形 とな っ て い た 。

　　　 1958年 、当時 25 歳だ っ た 土 司 の 王 天民
83）氏は チ ベ

ッ ト制度改革に よ っ て そ の 官職 を 取 消
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理 由は 以 下 の よ うな も の で あ る。

  土 司 は封建主義 の 現れ で あ る 。 国民 党政府 に
．
協力 した

　（当時 は共産党政府前 の 国民党政府 か ら任 命さ れ た 官

　吏 で あ り、国民 党員で も あ っ た）。

  323年間 も大衆 を搾取 した大罪 （す で に 土 司 は正 式な

　官職 で はな か っ た が 、 影響力は依然 と して あ り、郷政

　府が 事あ る ご と に 土 司 の 協力 を求め村民 に 従わせ て き

　た た め 。 過去 、 土司 の 命令は 絶対的な 慈の で あ っ た た

　め 、権利 が な くな った と は い え土 司に 相談 し支持 を得

　なけ れ ば村民が 従 わな か っ た ）。 寺院 で 法 事 （火供法

　会）が あ る際 も土司を主持 と して 招い て い た 。

　部落民は 、土 司 の 配下 に属する か 、神民 として 寺院 の 　　　58 年 以 前・t 司 で あ つた 王 天民 氏

一種 の 奴隷 に 属す る か に 分か れ て い た 。
こ の 奴隷制 は各

部落 に よ っ て 基準が ま ち まち で あ っ た よ うだ 。

　こ の よ うな 土司制度は 元 ・明代 よ り拡大 して い き、次第 に 土 司 と部落 との 癒着が成 り立 ち、
土 司 の 権 力拡大 に つ な が る 。土 司の 力 が 、中央か ら見 て

、 そ の 部落が合法で あ る か否か の 判

定基準 とな っ た 。土 叫の 権力拡大 は 、そ れ まで の 寺院主導型 の 部落 に 対す る影響力 をも強め

る こ と に な り、相互 の 力関係 に よ っ て 土 司統治 の 部落 と寺院統治 の 部落が 生 ま れ る
。 場合 に

よ っ て は、土司が 自分 の 部落 を守る た め に 自ら寺院 を作 って しま うこ と もあ ．，た 。 そ れ は 、

チ ベ
ッ ト族 の 宗教 へ の 信仰 の 厚 さ か らも寺院の もつ 力 が 強大で あ る こ とを物語 り、系統部落

へ の 影響力 が 確固た る も の で あ っ た こ とを示 す 。

　栄悟寺は 、新 しい 寺 で あ る た め、土 司制度 の ．Lに 成 り立 っ て い た 。

　栄悟寺 で は寺院建 立 の 17ge年 に 、当時 の 土司 が唐票 昴郷人 口 の 5 分 の 2 の 部落 民 を
“
神

民
”

として授 け た 。 そ して 残 り 5分 の 3 は他 の 3 寺院 （扎西 寺 ・
曼隆寺 ・慈念精舎）に 分配

さ れ た 。

　扎 西寺 は 文革以前 、 栄悟寺 の 属寺で あ り、慈念精舎は 文革時 に 破壊 さ れ 、栄辮寺 か ら 土 地

を提供 して もらい 、僧が 1人 しか い な い た め、法事 も協力 して も ら っ て い る 。

　3 寺院 へ の 神民 の 分配 は 、5 分 の 3 の 三 等分 で は な く、扎西 寺 と曼隆 寺 に 5 分の 1以 1・、
慈恵精舎 に 5分 の 1以下 の 割合 で あ っ た 。

　
こ の 3寺 院 よ り も は る か に 規模の 大 きい 栄悟寺 に 5分 の 2 しか 神民 を与え て い な い 点か ら、

栄悟寺 と土 司 の 微妙な 関係 が 読 み取れ る。

　た しか に 土 司 は 、栄梧寺 に 対 し て敬意 を払 い 、他 の 寺院よ り多 くの 神民 を授け て い る 。 し

か し有事 の 際 に は、自らが 多数 と な る よ う、自分 の 息が か か っ て い る 3 つ の 寺 院 に 5 分 の 3
を振分け る 方法 を採 っ た の で あ る 。

　栄語寺は 毎年重 要な 法会 を催 し、司主 （法会 σ）主持人 で 出資者 ） も 十 司 に よ ワ て 決め られ

て い た 。 　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　 166
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　寺院同士 の 関係 も非常に微妙で 複雑だ 。

　1958年以 前は栄悟寺 の 対外活動、政府 との 関係は 土 司の 手 中に あ り、村民達 の コ ン ト ロ

ール も寺院を利用 し、土 司 が 管理 して い た 。 栄悟寺 を所有 し て い た 土 司は 、 ほ か に 曼隆寺、

扎西寺、慈念精舎 を も所有 して い た 。 そ の 中で 栄悟寺 が 最 も規模 の 大 きい ゲ ル グ派 の 寺院で

あ っ た 。 慈念精舎だ け は ニ ン マ 派で あ っ た 。

　宗派が 違 うとい えど も、敵対関係に な る よ うな こ と は な い
。 文 革や チ ペ

ッ ト動乱 に よ り、

亡 くな っ た り国 を追 われ た り し た僧 も多か っ た た め、お 互 い 協力 し合 っ て い る の が 現状 だ 。

　正式 に 記 載さ れ た 資料は な く、言い 伝 え に よ る が 、栄悟寺建立 後約 20 年、当時土司 に よ

っ て 寺院が 干渉さ れ る こ とが 多 く、それ を避け るた め に 甘南州で 宗教 ・政治に お い て 最 も影

響力 の あ る活佛 の 賽倉 ・伽項扎西第 3世 84）を招聘 し、寺院 の 活佛 の 指導 に 当た っ て もら うこ

とで 、当時の 土司 の 権力 を牽制 して い た とい う。 そ れ 以後、現在 の 第 6世活佛 まで 栄悟寺活

佛 の 指導 に 当 た っ て お り、栄悟寺 の 現在 の 主持で あ る丹木切 師 も彼 の 弟子 で あ る 。

賽倉第 1世伽項扎西 師は拉 卜楞寺創設者 の 嘉木様第 1 世 と拉 卜楞寺 建立 に尽力 し た 功労者

の
一人 で あ る 。 彼は嘉木様の 職務 を引継 い で 第 二 代大法台 とな り、甘南州 の 各寺院か ら非常

に尊敬 さ れ た
。 賽倉第 2 世は 夏河県境界内 の 沙溝地方 に 独立 して 徳爾隆寺8s）を建立 し、信徒

を集 め佛法 を広めた。

　こ の 活佛 の 招聘は、周 りの 寺院 ・部落 に お い て 複雑で 微妙 なバ ラ ン ス を保 つ 政治的な 目的

に 使 われ て い る こ とが 分か る 。

　拉 卜楞寺で は、嘉木様第 1世亡 きあ と、清朝政府 の 要望 も あ り、青海省か ら嘉木様第 2世

活佛を招 き入 れ 、青海省の 後 ろ盾に よ っ て 影響力を つ け た 。

　徳爾隆寺で も 、 拉 卜楞寺 と の 関係が 悪 く な らず、か つ 権力 の 均衡 を保て る よ う、や は り活

佛を迎え た 。 栄悟寺 も土司 との 関係が 悪化 した た め、後ろ盾 とな る徳爾隆寺で 認定 さ れた活

佛を栄悟寺 の 活佛 として 招聘 し、唐柔昴郷 の 土司 に 対抗 した 。

　栄悟寺 に して み れば、拉 卜楞寺だ けで な く、徳爾隆寺 の 後 ろ盾 を手に 入 れ た こ とで強力に

土 司 に 対抗で きた 。 徳爾隆寺 と して も、拉 卜楞寺系列の栄悟寺 に活佛 を送 ワ た （派遣 した ）

こ とで 、拉 卜楞寺 に 対 して 良好な関係 を保つ シ グ ナ ノレ を送れ た の で あ る 。

　こ の よ うに 土司
一

寺院、 或 い は寺院
一

寺院 の 関係構図は、 こ の 小 さ な 部落 の な か で も非常

に複雑で 微妙な関係 を保 っ て い た の で あ る
。

　また 土 司は そ の 代に よ っ て も違い 、あ る代は 土 司本人が 活佛 として 生 まれ、政治 の み な ら

ず寺院 の 主持 と な っ て 宗教活動 を行 う こ とも あ っ た 。

　総 じて 言 えば、部落内の 政治上 の 仕事は 土 司 の 管轄で あ り 、 宗教 ・文化 ・村民 ・生活に つ

い て は寺院 の 責任 で あ っ た 。

　　　 部落民 の ほ とん どは外部 に 出る こ とが な っ た が 、最近、中国経済 の 改革開放政策 の 影響に

　　　よ り、一部 の 家か ら臨夏 の 市場 まで 作物な ど を売 りに 行 く者が 出て きた。

　　　 部落 で 最高 の 富裕者 は、ラ サ まで 行商 して い る家庭 の 次男か （長男は家を守 る義務が あ り 、

　　 行商 に 出る こ とは な い ）、栄悟寺 の 副主任で 財務 を担当 して い る者だ 。

165　　一般に チ ベ
ッ ト族 に と っ て 「都会 で

一稼 ぎ して こ よ う」 とす る場合 に は・
“

ラ サ
”

を指 し・
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「外国で 」 と考え る先は
“

イ ン ド
”
で あ る

。
し か し、こ の 部落 の 大多数 の 人 々 は 今 の 生 活に

満足 し、外部 に 出て 行 くこ とはあ ま りな く、ラ サ に 行 く者 は少な く、ま して や イ ン ドまで 行

く者 とな る と も っと少な く無 きに等 しい 。今以上 の 裕福な生活 を とは 思わ な い らしい
。

　こ の 200〜300年、唐柔昴郷 に 外部か ら人 が や っ て 来た こ と は ほ とん どな い 。ま し て 宿泊

施設な ど あ る わ け もな く、た ま に違 う言葉 を耳にす る とす れ ば 、拉 卜楞寺 を参拝す る 福建 ・

広東か らの 信者だ そ うだ 。 蘭州
一
成都間 の 国道が で きて か らは、車 を止 め て 休憩す る 必 要 も

な く、
’
素通 りす る こ と が増 え た 。

　筆者が こ の 部落を尋ねた こ とは 部落内 の 誰 もが 知 っ て い た が 、チ ベ
ッ ト族 の 女性に は特 に

尊敬 さ れ た 。チ ベ
ッ ト族 で は女性 の 地位 は低 い 。チ ベ

ッ ト佛教の 世界に も尼僧は い る が 、偉

くな る こ とはな く、女性は成人する と、結婚 しな くて は生活 して い く こ ともで きな い 。筆者

は女性 と して 社会で 独立 し生計 を立て て い る こ とで 部落内で 尊敬された が 、特 に チ ベ
ッ F族

の 女性か らは、非常 に 羨望 の 眼差 しを受け尊敬 さ れた。

　今 まで こ の部落に来た こ との あ る社会的地位 の あ る 人 物は、夏河県長だ け だ そ うで 、筆者

は初め て の 外国人 と して 、且 つ 独立 した 成入女性 と して 歓待を受 けた。

六 、 〈栄悟寺〉

1．歴 史

　寺 の 歴史 に つ い て 資料を探 した が 、文化大革命 の 時代 に 弾圧 さ れ て 焼 き払わ れ た た め、ほ

とん ど残 っ て い な か っ た 。 主持 の 手元 に あ る 手書 き の 資料 く らい しか な い の で 、主持 と寺 の

建設に 携わ っ た 88 歳 の 長老 の 僧侶 を
’
訪問 し話 を伺 うこ と に した 。

　こ の 寺の 1958年 か ら今 日ま で の 歴史や 出来事 に つ い て 、そん な こ と を聞か れ る の は 初め

て だ とい わ れ る ほ ど資料 ら しきもの もなか っ た が 、歴史に つ い て 手に 入 れた資料 を 「記の 通

り整理 して み た （本文中に あ る 固有名詞は チ ペ
ッ ト語 を漢訳 し て表記す る）。

　　　 本 寺 を建立 した の は 、拉仁巴羅藏切 増 2世 活佛 86）で あ る 。
こ の 活佛 は 、

1784年、栄悟部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ ンぱシエノ　 　 　　 　 ヤ オ 　ジ J ジ r ル

　　 落 の 隴雲村 に お い て 、父
“
供巴現

”
母

“
呀哦就吉児

”
の 間 に 生 まれ た 。 7 人兄 弟 の 長 男 で あ

　　　り、チ ベ
ッ ト族 の 慣習 として

、 長男は 家 に い て 父母 の 面倒を見 て い か な け れ ば な らな い しき

　　 た りで あ っ た 。

　　　 年頃 に な る と父母 は 早速、結婚相手 を捜 し出 し、式 の 準備 を始め て しま っ た 。 家族が長男

　　 の 婚礼 の 準備 に 追 わ れ て い る頃、彼 は本心 で は ない と思 っ て 家を飛 び出 し、阿窮下忠活佛 の

　　 下 に 行 き、佛門 に 入 っ て 出家 した 。

“
拉仁 巴羅藏切増

”
とい う法名 をい た だ き、活佛 の 指導

　　 の 下 、 文 字 と経典 の 勉強 に 励ん だ 。

　　　 15歳 の 時 、 学問を求 め て チ ペ
ッ トの ラ サ に 向か った 。 ゲ ル グ派 の 開祖 ツ ォ ン カ バ が 建 立

　　　し た 本山転苴寺 に お い て 哲学院に 入 り、多 くの 著名な学者達 の 講義 を拝聴 して 、佛教 の 経典、

　　 実践 の 勉学 に 励み 、25歳の 時、西藏喀旦寺佛教哲学 の 博士 号を取得 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ア ン ヤ ン ギヤ ンソ オ

　　　 当時 の ダ ラ イ ラ マ 6 世倉 央 嘉 措大師s7） （68歳） が 、喀旦 寺を 訪れ た時、ダ ラ イ ラ マ は

163
政治 ・宗教 の 歴史 に つ い て 多数 の 問題 を出 し た が

、 彼は 即座 に 回 答 した ため、誰 もが 彼 を尊

（56）
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明県 人 学 研究紀 要 【［」木 k化 学部 ・藁語 文化 挙科】第 7 弓
・1999 年

敬 し、注 目を集め る こ と とな ワた 。

　37 歳 （1820隼） の 時、佛学佛理 論経 の 最高学位 を取得 し、多 くの 修行 を積ん だ 後、沙拉

地切 幾布寺院 の 堪．布88）
に 任 じられ る 。

43歳 q826年〉 ・塒 ・ア ム ド地 区 に 戻 り、四 川 省 ・珈 隴 西樹 L囎 で 閉関 （門 を閉 じて

訪客 を謝絶す る ）修行髭『、年行 っ た 。 そ の 後、即門地 区 に精舎 （佛教学院） を建立 し、堪布
を 8 年務め あ げ た 後、塔爾寺 89）等各地 の 都 完を巡 励 ね、故攤 ： 戻 っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノア ル グ　’　，　，ユギ ヤ ン　’ア

　1790年、風水 に 優 れ た 高僧伽爾格東珠加 措 を栄悟部落に招 い て 風水 を見 て も ら っ た が 、
’

こ の 場所は 昔か ら窩僧が 修行す る 場で あ る こ とが 分 か ワ た 。 森林が 象形 （法 をそ な え る形）

で あ り、寺 の 前 に 当た る所 に は 清涼な 水 が 流れ、佛に 捧げ る聖な る 水 を表 して い る 。 東西南

北 に 吉祥 の 相が 山て お り、拉 卜楊寺以 Eの 場所 で あ る こ とが 分か っ た 。 特に 寺 の 場所か ら南

西 の 方角 の 草原は無量空母 が 修行 した場所で あ る とい わ れ た 。また周 囲は み な薬草が生 い 茂
る 草原 で も あ る 。 確か に 、 森林が あ り鹿や麝香鹿 な どが 生息 し、小川 が 流れ 、小鳥が さ えず

り、自然 に そ の 中に 引 き込 まれ て い く美 しい 景観 で あ る。国道 もあ り、往来す る者が な い 訳

で もな い の に 、正 に 人 間 の 仙境 を彷彿 と させ るぽ っ か り と空い た空問で あ る 。

　： こ に あ る Llll：は霊水 が 流れ る とい わ れ る場所が あ り、そ こ で 修行 を積め ぱ 非常 に 高 い 成

就 に 到達 で き る とい わ れ て い る。

　 　 　 　 フ　t’ノ’くtt オ　ド　r　ン　f　エ　ぜア　，

　そ こ で 竝仁巴羅藏切増 2世活佛は、 こ の 土地 に 寺院 を建 就す る こ と を決め た 。栄悟部落 の

名 を と っ て 栄悟寺聞思興 盛学院 とい う名称 に な り、現在は栄悟寺 とな ワた。

　栄悟寺 の 創立 者で あ る拉仁巴羅藏切措 は、栄悟 寺の 建立 に 取 り組 み 、し ば ら くの 間主持 を

務 めた後、拉 卜楞寺の 嘉木様．二 世貢去乎晋美旺波大師9  を 訪問 し た 。 拉 卜楞寺で 嘉木様 ∴世

が 擁す る佛法 を受け、聞思 学院 の 法台 9D を務め 、 佛法経典 の 教務最高責任者 を任 さ れ た。そ

の 後、拉 卜楞寺 の 第 6世法台 （六 大学院 も を含む ）を務め上げ 、 多大な貢献 を残 して 栄悟寺

に 炭 り、1862年、栄悟寺 に て 円寂 さ れ た 。 享年 79 歳だ っ た 。

　こ の よ うな こ とか ら、栄悟寺は 規模が 小 さ く、とて も拉 卜楞寺に は 及 ぱ な い が 、だ か ら と

い っ て 地 理 的 に 非常 に 近い とこ ろ に 有 りな が ら拉 ト楞寺系列 の 寺院 で あ っ て も属寺で は な く、

拉 卜楞 寺が らの 十渉 を受けな い 寺院 で あ る 。

　栄悟寺 の 現在 の 主 持で あ る丹木切加措は 、20 歳 の 時 （1989年） か ら拉 卜携寺 の 門を くぐ

り・esむ 日な く学 習 し続 け 、斡 御 ） 1993年 に 栄悟寺 に 戻 。 た 。 現在 も掛 楞寺 の 僧侶宿

舎 に あ る 50坪 の 四 合院92）
に 住居 が あ り、栄悟寺 で 法事が 無 い 時 に は 、拉 卜楞寺 の 書斎 に 寄

宿 して 研 究 を続 け て い る 。

　丹木 切加措氏 の 履 瘢 を紹介す る 。丹木 切 加措 の 「丹木切 」 とは宝物 の 意、「加措」 とは最
上 人 の 恵味 で あ る

。

　1965 年 5 月 5 臥 中国 H粛 省夏 河県 唐奈昴郷当科 村 に 生 ま れ る 。父母 は 牧畜業 を営 み 、
家庭環境は 中 の 一L ク ラ ス で あ った。家族 は 上 に 兄 が 1 入 と 4 人 の 姉妹 が い た 。　　　　　　 162
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿ 　　　　 （57）
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栄悟寺主 持 の 丹木切 加措
．

　1977年に 栄悟曼瑪小学 に 進 学 し、83年 10 月 15 日 、

出家 して 栄悟寺で 経文 を習い 、1989年初 め拉 卜楞寺

に お い て 学ぶ 。 栄悟寺に 文革後復活 した 最初 の 出家僧

で あ っ た 。

　同年 8 月
．
日
一
粛省佛学院 の 試験 に 合 格、同学院 に 入学

し、
93 年 5 月 に 卒業 した 。

　卒業後、栄悟寺 に 戻 り藏文 文法教 師 を担当 し、94

年初 め 、栄悟寺管理委員会主任 に就任す る。

　95年 10 月 25 日、台湾佛教会 に 招待 さ れ 、台湾 の

テ レ ビ 局の イ ン タ ビ ュ
ー番組で 4 ヶ 月間出演す る 。 各

地 で 講演を お こ ない
、 台湾全 土 の 佛教学会で 大 きな反

響 を呼ぶ 。

　97 年、栄悟寺 の 主持 とな り、同年 9 月 23 日、中国

国務院宗教事務局 の 推薦で 、チ ベ
ッ ト佛教 の 最高学府

た る 中国藏語学科佛学院に お い て 研究 に 取 り組む 。

　栄悟部落で は約 300年前 まで は村民 の 大 部分が チ ベ
ッ ト民族 の 土着宗教 で あ っ た ボ ン 教 を

信仰 して い た 。 そ れ が なぜ チ ベ
ッ ト佛教 を信仰す る よ うに な っ た の か

一
言 い 伝 え が 村 に 残

っ て い る の で 紹介する 。

　〈今か ら 280年ほ ど前、村で は し ょ っ ち ゅ う禍が 絶 えず村人 達は ほ とほ と困 り果 て て い た 。

あ る 日、泥棒が 栄悟部落 に 牛 を盗 み に 来 た 。 村人 が み ん な で 泥棒 を追い か けて 拉 卜楞寺 の 辺

り まで 来る と、泥棒は 見 え な く な っ て しま っ た 。する と突然、寺か ら年老い た和尚が 出て き

て 東南 の 方角を指差す の で 見 て み る と、寺か ら 40 キ ロ 余 りの 所 に
一

筋 の 狼煙 が 上 が ワ て い

た。和尚は 村人 に 「あ の とこ ろ に 不 吉な気が 漂 っ て い る 。
こ れ か ら穏や か な 生活は で きな く

な る ぞ 」 と伝 えた。あ の とこ ろ とは正 に 栄悟部落 の 方角で あ っ た 。 村人 達はす ぐに 寺 の 佛様

を拝み、村に戻 っ て か ら も佛様 を拝むよ うに な っ た 。 そ うす る と禍が 起 こ る事 もな くな り、

村人 は み ん な佛教 を信仰する よ うに な っ た 。 〉

　　 2，組織

　　 〈寺院 の 管理 〉

　　 寺院 の 管理 に は 二 つ の 組織が あ る 。

　　　   寺院管理 委員会

　　　   管理委員会

　　　 寺院管理 委 員会は、4 人 の 委員か ら成 り立 ち、主持が 僧侶 の 中 か ら選 び 出 し、郷政府 の 同

　　 意 を得て決定 とな る （郷政府 は寺院との 約束 に よ り人選 過程 に つ い て 干渉 しな い ）。

　　　 管理 委員会は、16 あ る 村か ら在家信者 1人 ずつ 出 し計 16 人 で 編成 さ れ る 。 人選 は、寺 と

　　 前任 の 土司 に よ りほ ぼ決定 さ れ 、郷政府 の 同意を得 る こ とに な っ て い る 。 だ が 、事実上 ほ と

　　 ん ど寺院 の 意向が 通 る こ とに な っ て い る 。

161　　こ の 管理 委員会 の 任務は、
（58）
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A 　寺院 の 重要な法事な どを、村長 を通 して村民

　　 に 通知す る こ と。

B
’
寺院 の 重 要事項 （大殿 の 建て 直 しな ど） の 計

　　画 に 参加 し、決定事項 の 細部 （ど こ か ら徴収

　　す る か 、労力 を集め る か ） を決め、実施 （監

　　督）する こ と 。

圏
レ＿
12

痔限

栄悟寺に お け る 小 僧 の 時 間 割

：
…

爵⊥適［ヨ隔一一
零 「

　 6 ；00〜 9 ：00 ：教典 な ど 学習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　tt，　　　　　，

　 9 ，0 〜 9 ，30 隔食

9 ：30〜12 ：30

12：30〜

16：00

読経

自由日寺間（委札訓
寺院管理 委 員 は、現在 卜

1
記 の よ うに な 一，て い る

。

　tL
’
任 （法台） ・．一：セに 教務、読経 の 責任 を司 る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「
一一

　　　29 歳 の 僧侶が 担任 して い る 。

　副主任
一．・一

財務 の 貢任 を 司る 。 30 歳 の 僧侶 が

3 甌寺昼艮 i16 ：00〜
　　 i

　 　 「 20100

副．」
セ

経．読

　 　 　 　 2  ・OO〜「 夕食俵、就 寝

担当 。 当 地資産家 の 家庭 の 子息で あ る 。 拉 卜楞 寺の 伝統 で 、財務は必 ず裕福な家庭

か ら出た僧侶が 担当す る事 に な っ て い る。

　 栄悟寺 に お け る 小僧 の 時間割

　　掌堂師一
規 律規則遵守、秩序維持 の 責任者 で 、俗 に 鉄棒喇嘛 とも呼 ば れ る 。 1名 。

　　学校 長兼教 員一 も と栄悟寺 の 僧侶で 、今 年 67歳に な る老僧 で あ る が 、文化大革命 の 時

　　　　代、無理 や り還俗 させ られ た 。 文革終 了後、妻 と子 に 家 と生活費 を与え、友人 に 世

　　　　話 を頼ん で 、独 り自分の 布団だけ抱え て 栄悟寺に 戻 っ た 。 しか し自ら・』
度俗世 に 汚

　　　　れ た身で あ る か ら、 僧 と して 法衣 を着 る資格は な い と し、．一一
生涯 、学校で 小僧達 の

　　　　教 育をみ る こ とを願 い 出 て 、栄悟寺学校 の 校長兼教員 とな っ た 。

　僧侶 の 大部分は部落 の 人 間 で あ る が
、 合作市や 他 の 郷か ら来た 者 もい る 。

　上
一
ド関係 は は っ き り して お り、主持で あ る 丹木切 加 措は 86 歳 の 老僧や 自分 よ り年配 の 学

校長 もた い へ ん尊敬 して い る 。 僧侶同士 は 互 い を尊重 しあ い 、規 律は 非常 に厳格 で 、大殿 で

読経が 行わ れ る際 に は、そ の 関係が 如実 に 現 れ る 。 しか し私生活 の 面で は 家族や 兄弟 よ り親

しく争 う こ と も少 な くない
。

3．政治

鞭
．

　．　　@

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　　〈栄悟寺 僧 侶の年

〉

年糾：翌 ⊥ ｝

璽万
喋 薫 　　一一一

一一
ト

”
t

” −

@1　4 名 ｛F

齢　 　 人　数

儲緊 灘
Li1 　

ギー 一　　一 一

＿⊥

．．
二 』 一

ｼ 星 巨 　

　2 名
　3 歳　 　　 1 名

　　　　 　

．
一

僧
侶

の
数

s
自

1
壷
1

菊 『 歳・ 彪 計 ・ 9 ・ 冖 合 ［ ※文化大革命が 原 因 で 、 僧 侶 年齢 の 30 代〜

6ﾎ代

は空白
に
なっ て い る 。 60 鋤 − （ N工工一
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＼
＼

　 ＼

　　＼
　　 ＼

寺院 の 屋根 に 立 ち、筆者 を見 送 る 11 歳の 小

活佛

　　 寺院 と政府の 関係図

（各 入 民 政府 内に 宗教事務担 当局が あ る ）

中 国 国 務 院 宗 教 事 務 局

昔粛 省人民政府宗教事務局

甘 南蔵族 自治 州宗教事務局

夏　河　県　人　民　政　府

　唐 奈 昴 郷 人 民 政 府
［

一
一’−

1

　組織上 は郷人民政府 の 管轄下 に あ る が、実際に は郷

人民政府は、寺院と土司 との 協力に よ り当地 の 郷民を
’

統治 して い る の が 現実で あ る 。 政府に協力す る事 に よ

っ て 、政治的 に 有利な立場に た っ て い る 。 制度 上
、 中

華民国成 立 以後は 、自分達の
“
神民

”

に 対す る統治権

を譲 っ た 形で あ っ た が 、現在 で も寺院は、過去 に 所属

して い た
“
神民

”
に 対 して 、絶大 な影響力 を保持 して

い る。

　唐柔昴郷人民 政府は現在、郷長が お らず、副郷長が

郷長代理 と して 執務 を取 り扱 っ て い る。

　前任 の 郷長は夏河県人で唐朶昴郷出身者で は な い が
、

若 くして就任 し、 多額 の 経費を学校 の 修復 に 支出す る

な ど、非常に 郷民 との 縁を 大切 に した こ とで 、信頼 が

厚か っ た。96 年 に 政府 に よ っ て 新任 の 郷長が 推薦さ

れた。郷長人事は夏河県政府か ら候補者が 推薦 さ

れ る が 、唐柔昴郷 の 半数以 上 の 郷民 が 賛成票 を投

じな けれ ば就任で きな い とい う、非常に 民主 的な

方法 を採 っ て い る
。 当地 で は、前任者 の 継続 を望

み 、新任郷長は拒絶さ れ 、半数以 上 の 同意 を得 る

事が で きな か ワ た 。現在 も就任す る方法が な く、

当然、寺院 ・土 司 も郷民 の 意向に 同意 した。

4．経済

　 1980年、胡燿邦総書記 ・万里副首相 が チ ベ
ッ

トを視察 した 。 そ の 年、宗教 の 自由を認め る政策

を示 し、82年に批准 さ れ た 。

　栄悟寺 に も 1958年 （チ ベ
ッ ト制度 改 革）以 前

の 寺院所有 の 財産 目録 （建造物 ・土地 ・森林、そ

の 他不動産な ど）を任意で提 出させ、政府 の 審査

後、正式 に 寺院 の 財産 と して 登記 され た 。 全 て が

返還 された訳で はな い が 、そ れ で も栄悟寺 の 場合、

1，000畝 くらい （66．7   ） の 土地が 返還 され た （58 年以前は こ の 1．5 倍あ っ た の だ が ）。
土 地

の 大部分 は 森林 で 、あ と は 農地 で あ った 。

　現 在 の 栄悟寺所有 の 土地総面積 は、3，829畝 （255。3  ）あ る 。 そ の 内訳 は寺院敷地面 積

24 畝 （160   ）、耕地 5畝 （33   ）、森林面積 1，940畝 （129．4   ）、そ の 他 非耕地 及 び山
・
川

の 面積 1，860 畝 （124   ）で あ る。森林 の 木材総貯蓄量は 6，790 立方メ
ー

トル もあ る 。

齲 前述 ・た ・お ・・縟 ・ ・ 蟹 と呼ば れ る 直接統治 さ れ る 人 員 を授 け る制度が あ っ た 。
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二 の 神民 は、寺院で 必 要 の 有 る時、随時労働力 と して 奉仕 し、命令に
一

切従 うよ うに 決め ら

れ て い た。栄唔寺 で 宿舎 な ど の 改修 工 事 を行 う時 、道路 を修復す る時な ど 、 彼 らは 無報酬で

労力 を提供 し て くれ る。 とはい え、彼 ら は完全 な奴隷 で はな く、寺院 も彼 ら の 生活 に 影響 の

な い よ う配 慮 して い た 。

　1958年 の チ ベ
ッ ト制度改革時 に こ の よ うな特権は 廃止 さ れ た 。1982年に 寺院の 財産所有

権が 回復 した時、神民 の 制度 は幽 1悟 れ た が 、事実上は存在 して お り、村民 は 寺院 に 尽 くす

事が 光栄で あ る と考 え、今で も寺へ 奉仕 して い る 。

　栄悟寺 で 法事が あ る時は 、轡票昴郷 の 入 々 全 員が 出席す る 。 また、・お祈 りをする際に は、

郷内 の 部落 が 6 つ に 分 か れ て い る こ とか ら、部落 ご とに 6 回 に 分 け て 行 っ て い る 。

a 供養93）

　83年 の 栄悟寺建立 以 来、寺院 の 改修は 行 っ て い な か っ た が 、佛殿 の 老朽化 に よ り、95 年

か ら改修工 事が始 ま v て い る 。 こ の よ うな 工 事の 際 、 政府 に よ る と国家か ら建築費 として 補

助金 が 支給 さ れ る とい うが 、手続 きが 煩雑な 上 、よ く理解で きなか っ た ため に 政府援助を あ

き らめ、自力 で 1τ二事 を 行 う事 と した 。 労働力は か つ て の 神民 が 提供 して くれ た の で 、発生す

る経費に つ い て は、寺院所有 の 森林 か ら木材 を伐採して 得た 現 金 を充 て 、そ の 他 の 必 要な も

の は 神民 か らの 供給で 賄 っ た 。 99年 7 月 に 落成す る 予定 で あ る 。

b　収入

　1987年 チ ベ
ッ トで 第

一
次動乱 （民族紛 争）が 勃発 し、中国政 府は 「以 寺養 寺 （寺 を以 て

寺 を養 う）」 政策 を採 り、人民 ng　8，000元 を寺 院に 与 え、使途 に つ い て は 寺院 の 自由に さ せ

た。寺院 で 必要 の ない 場 合は他 の 投資 に 切 り替え て も よ く、栄悟寺で は拉 卜楞寺が 『．1心 とな

っ て 設 立 した 会社 「達 吉公司一に 株主 と し て 参加 す る 事 を決め、94年に第 2期株券分配時

に ＆000元、98 年 に 34，000元分 の 株券 を購入 した 。

　達吉公司は 、 ホ テ ル
・

レ ス トラ ン ・商店 ・貸室 な ど を経営 し、多角経営で拡大 して い る 。

c 　税

　寺院は 正 式 に 国家宗教事務局 よ り発布 さ れ た 認定証を所有 して い る 。
こ の 証書に よ り不動

産税、個 々 の 僧侶に か か る 所得税は 攴払 う必 要 は ない
。 また 自動車税な ど も一

切免税 となる。

税金 面 で 優遇 さ れ て い る だ け で な く、国 か ら助成 金等 を受け る こ と も で きる が 、国 の 援助は

受 け て い な い 。

d　公共料金

　水 は 川 の 水 を 汲 み 一Lげ て い る の で 料金を納 め る 必 要 はな い が 、現在電気が 通 って い な い 。

2年 前に 電気 が 通 って い た 時 、電 気料金 は 村民 が 安 くす む よ う便宣が 図 られ て い た 。 寺院に

電 気 メ
ー

タ
ーとい うも の は な く、電燈 の 設置数 か ら自己申告す る こ とに な って お り 、一

台 当

た り の 基 本料金 を 1 角 （L6 円） と定め て 計算す れば よい こ とに な っ て い た ら しい 。

f 住 58
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僧侶 宿舎

　18歳以 下 の 小 僧は、寄 宿舎で 共同生 活 を

す る。各 自の 部屋 は な い の で 、寝る時もみ な

で 雑魚 寝 に な る 。 18歳以上 に な る と各 自が

部屋 を持 つ こ とが で き、宿舎 を建 て る こ と を

許 さ れ る 。 僧侶は 寺院の 土地 を借 り、建築費

用 を各自の 家か ら賄 っ て も らい 、人 を雇 っ て

自 ら の 宿舎を建て る こ とに な る。宿舎 の 設

計 ・装飾は僧侶自身が 工 夫 す る。栄悟寺 の 僧

侶宿舎 の 大 部分は、寺院が 森林か ら木材 を伐

採 して 提供 し、当地 村民 の 労働奉仕 に よ り建

設 して い る 。 建築木材 は主持 が使用 を認 め、村民 が 切 出 し て 運搬す る 。 現在、僧侶宿舎の

40軒中 20軒は 土 地 と木材 を寺院が提供、建築作業は村民 が 労力 を提供 し て い る 。 そ の 他 は

村民 の 提供な ど に よ る
。

9　衣

　衣 類は基 本的に 各自が実家の 供給 に よ っ て賄 っ て い る 。 時々 主持 か ら賜与 さ れ た り 、 信者

（神民）か ら提供 さ れ る場合 もあ る 。 僧侶は僧衣 を着 る が、 こ れ は ツ ォ ン カ バ が 意匠 さ れ た

も の で 、深紅 の 色 で あ る た め 、荒野や 森林の 中 に い て も、ど こ に い る の か 遠 くか らで も は っ

き り分 か る よ うに な ワ て い る 。戒律 に よ り、た と え寒 くな っ て も、こ れ 以 外 の も の は着て は

な らず、雨が 降 っ て も傘を差 して は な らな い 。就寝す る時 も布団な どな くこ れ一枚 の み で 過

ご す。

h 　食

　食は僧侶各 自で 賄 うこ と に な ワて い る が 、実際 に は、信者 の 供養に よる部分 が 大 きい 。非

公式調査で あ る が 、チ ペ
ッ ト 自治区 内の 遊牧地区 に あ る 寺院収入 の 3 分 の 2 は 供養 に よ る も

の 、 ア ム ド地 区で は収入 の 10分 の 2 が供養に よ る もの とい うデ
ー

タ が あ る 。

　信者が ツ ァ
ン パ な ど供養す る食料 を集 め て寺院 の 佛殿 中央に持 ち運 び 、階級 の 区別無 く平

等に 配 っ て い る 。 足 りない 場合 は各家か ら持ち寄 っ て い る 。

5．寺院の 1年間 の 主 な暦

57
 

−

（

栄　悟　寺　 の 　 1　年　 の 　暦

月 日 行　　　事

1月 1 日〜 4 日 曼陀羅法会。

6 日 早 朝、主要 な佛像 を合掌 し な が ら 寺院 を 周 る 。 1 凵 中、ラ マ 舞 の 演 舞。

7 日
〜10日 緑 タ

ー
ラ
ー法会。

15 日 夜、酥油花
94展 開催

2月 10 〜26 日 参籠 の 行
95）

27 日 出門

N 工工
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　 　　　　　　　1

i3月

1 聡 1． H

．一．一一．一．．
　　

一一一一
丁

一一一一一 ．一．
　 1〜 3H 　 　

E
吉祥 天 母 梵讃 の ガ 回 行

丁纛 癰 を唱 ・て蘰 陀疵 蔵

塵三；；箔
　 　 　

4刃　 　 1 日〜 9 ロ
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寺院の 僧侶 は k記の 法事 を行 うこ と以 外 に 「唐三 蔵』 を修学鍛錬 しな けれ ば な らな い 。天 文、地 理、
参命学 、座 禅、チ ベ

ッ N，　．1学、法具 の 作法、法 螺 貝 や 法 会 に 使 う楽器の 練習、ラ マ 舞 の 練 習 な ど。

七 、 〈栄悟寺と栄悟部落〉

1．生

　栄悟部落 の 浸 は神民 の み な らず、 ど の 家で も身籠 っ た こ と を 知 る と必 ず栄悟寺 に 出向 き、
−f供 が で きた こ とを報告す る。寺院 で は僧侶 が 了供 の 出産 日 を占い 、無事に成長す る よ う生

まれ た時 に 薦 る服 の 色 を指定す る 。

　出産後、父母は まず子供 に 指定 の 色 の 服 を着せ 、抱 きか か え て寺院 に 生 ま れ た こ との 報告

に 行 く。 僧侶は 子供が 無事成長 す る よ うに と祈檮 し、子 供 の 将 来 の た め何 を す べ きか 、ど の

よ うな教 育を す る か等 を占 う。 そ して 、 チ ベ
ッ ト の 神 々 の 中か ら名 を頂 き法名 をつ け る。一

般 に チ
・・C　tt ト族 は、ダ ラ イ

、
パ ン チ ェ ン 以 外 の 者 は苗字が な く、名 も僧 に付け て も ら うの が

慣習 とな っ て い る e こ の 名 は チ ベ
ッ ト文字 で あ る の で 、併せ て 漢語訳 して も ら い 、役所 に 出

生届 け の 手続 き をする こ とに な る 。

　子供 の 成長 過程 に お い て 、病気 に か か っ た り 困 っ た こ とが 起 きた り し た 場合 に は 、僧侶 は

常 に 相談に の り・普通 の 病気 の 場合は、栄悟寺内に あ る 治療所で 治療 を受け る こ ともで き る 。
156
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2，死

　栄悟部落 の 人 々 は葬礼 を 重視 して い る 。 こ れ は こ の 部落 に 限 っ た こ とで はな くチ ベ
ッ ト族

全体 の 二 と で あ る が、村 の ど こ か の 家で 死去す る 人が 出る と、村全体が 哀 しみ に くれ 、皆で

葬送 を手伝 う。家 の 中で 誰か が 死去 すれ ば、家 の 者は先ず寺院 に 報告す る 。 栄悟寺で は、直

ぐに 僧 を派遣 し、故人 の 家で 経 を唱 え る 。

一般人が 死 ぬ と遺体 を 7 日間家 に 安置 しな け れ ば

な らず、 こ の 7 日間、僧は毎 日 日中に こ の 家に 出向い て 経 を唱 え る 。 夜は 、 家人 と隣家 の 村

人が 遺体 を
“
解脱99）

”
させ る経 をそ の 家で 唱え る 。

一
週 間後、天 気 の よい 日 に 遺体を寺院後

方に あ る高原 の 天葬場に 運ん で い く。

　部落 の 各家庭 で は、葬送 に 限 らず、僧侶が 自宅に来訪 した 時 に 宿泊で き る よ う、最 も よ い

部屋 を使わ ずに 空け て い る。現地 に ホ テ ル や旅館が な い の が 理 由で もあ る が 、そ れ だ け僧に

対す る 敬意が 窺 え る 。

　 天葬場は高原 に あ る．．L下三 段 の 穴 か らで きて お り、最上段 の 穴は
一般僧侶用、そ の下 が部

落の 男性用、最下段が 女性用 の 葬場 と な っ て お り、
一

般僧侶 、 部落 の 村民 は天 geloo）で しか

葬儀 を行えない 。 葬儀に も位が現れ 、 栄悟寺 の 活佛、或 い は身分が 高 く学識 の あ る 僧侶 で な

けれ ば火葬
LO1）は行われな い 。

　遺体 は穴 に 置 か れ る と、
か わ る が わ る 村人 に よ って 斧で 解体 され 、肉と骨 に 分け られ た 後、

天 に 舞 う鷹 に 捧げ ら れ る 。

　　 3，教育

　　　 中国政府 の 教育制度で も、子供が 小学校で 学ぶ の は義務教育で あ り、学費 の 一部は 免除 さ

　　 れ る 。 唐柔昴郷 に も 5 つ の 小学校が あ る 。 し か し郷部落内 の 16村 の 内 、
2 つ の 村 で は 子供

　　 を
一人 も小学校 に 行か せ た こ とが な い

。 原因は 2 つ あ る 。

　　　 1 つ は村民 が 学校教育 を軽視 し て い る こ とに あ る 。 彼 らは、学校 で 学ぶ 事は人生 に 役立 つ

　　 こ と で は な い と考え て い る。

　　　 特に 文革時期 に 部落に 押 し寄せ て 寺院を破壊 して い っ た紅衛兵が 皆学生で あ っ た こ とか ら、

　　 学校教育は子供 に 悪 影響を及 ぼ し、あ の よ うに な っ て は怖い とい う印象が あ る よ うだ 。 文革

　　 の 時期、中国政府 の 規定は 厳 し く、1 つ の 村か ら最低 2 人 の 子供 を学校 に 行か せ る よ う義務

　　 付け た が 、部落 の どの 家で も行か せ た くな く、相談 した結果 、 村民 が 金 を出し合V丶 貧 し い

　　 家 の 子供 を雇い 、生徒に な っ て もら う こ とまで した らしい
。

　　　　もう 1 つ の 原因は、地理的な 問題で 、 自宅か ら学校が 遠 い とい う こ と 。 家が 山 の 高い 所 に

　　 あ り、毎 目歩い て 学校 に 通 お う も の な ら、朝
一

番に 家 を出て も学校 に 着 くの が 午後 に な っ て

　　　しまい 、た と え学費が た だ で も授業 を受 け られ る 筈が な い 。

　　　　また 学校 自体 も問題 を抱 え て お り、中国政府が 作成す る教育 カ リ キ ュ ラ ム に則 っ て 科 目や

　　 人員が 派遣 さ れ る わけ で 、漢語 の カ リ キ ュ ラ ム に チ ベ
ッ ト語 が 加わ る形 に な っ て い る 。 した

　　 が っ て 、も し部落に 派遣 され る先生が 漢民族の 先生 で あ っ た な ら、チ ベ
ッ ト語が あ ま り話 せ

　　　ず、先生 と生徒 の 言葉が 通 じない とい う問題が あ る 。 教室 の 設備 は簡素で 、教育課程 も体育

　　　や音楽 とい っ た授業が な く、そ して 彼 ら に とって 最 も重 要 で あ る は ずの 宗教教育 もない 。

　　　 昔 か ら チ ベ
ッ ト族 の 文化 ・歴 史 ・政治 ・音楽な ど あ らゆ る もの の 中心 は 宗教に あ り、宗教

155　文化 こ そ が チ ベ
ッ ト族 の 学問で あ る。小学校 の 教育課程は チ ペ

ッ トに 暮 らす人 々 に とワて 大
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した意味 を持たな い 。宗教 こ そ が 彼 らの 教育 で あ る の

だ 。そ の 結果、
一一

般 の 学校教育は彼 ら の 生 活 に は役 に

立 た ない こ と に な る。

　現状で は 、唐豕昴郷 の 了
．
供達は適齢期 に な る と、郷

政府 よ り通知 が 来て 、 学校 に 行か な ければな らな い 。

学校教育に 関心 の な い 父母．は郷政府 の 体裁 を保 つ ため

に 子 供 を学校 に 行か せ
、
3 年 か ら 5 年で 学校は や め 、

ξ・院 に 行か せ る 。

一一
部 の 家で は 初めか ら寺院 に 行か せ

て い た り、子供 が望ん で 寺院 に ii’く ケ
ー

ス も 多い
． 実 　

栄冊 澱 で 諞 墨騨 習 を す 剴 丶盤

際 、 学校 よ りも栄悟寺 の 方が 、数段高い レ ベ ル の 文化 ・教育 を保 っ て お り、信頼 さ れ て い る

よ うだ 。 そ の た め栄悟寺は部落 の 教育 に つ い て 非常な重責を担 っ て い る 。 た だ し、 全 て の 寺

院 が 栄悟寺 の よ うに 規模、僧侶 の 水準 と も高い わけ で は な い 。

　郷政府 の 資料 に よ る と、唐承昴郷全 体 で 小 学校に 通 うべ き適齢期 の
：r．供が 現在 376人 い る 。

民族 の 内訳 は チ ベ
ッ ト族 3e4人 、 漢族 56 人、団族 16人 。 しか し、実際 に 学校に 通 っ て い る

子供 の 数は 150人前後 とい っ た と こ ろ だ そ うだ 。
こ こ 95 年か ら 98年 まで の 3 年間に 卒業で

き た 者が 59人、中学校 に 進学で きた者は 56 人 で あ る とい う。 何人 が 卒業年齢に達 して い る

か は定か で な い とこ ろ が あ る もの の 、単純 に 現在 の 就学入 数 を 6 等分 し て も年 に 60 人 の 卒

業生 しか 出ない 計算に k り、 こ の 3 年間 で の 卒業人数が い か に 少 ない か が 分か る。

　しか し卒業で き た 生徒 の ほ とん どが 中学に 進学 で きて い る 点 か ら は、経済力 の あ る家庭 だ

け で み る と、教
．
育に 対す る意識が 高ま っ て い る こ とが 分か る。

　庸票昴郷 で 、出家 し た子供を除 き、学校教
．
育を受け た 生徒 の うち、最 も高い 学歴 の あ る 方

は 、北京 に 引き抜か れ 国家民 族出版社 で チ ベ
ッ ト語 の 翻訳を し、中国画報チ ベ ・・

、 ト語版 の編

集責任 者を さ れ て い る 当増扎西 さ ん 〔35 歳） で あ る
。 彼 に は 北京で 会 い 、人 輅が 優れ 、 x

マ
ー

トで 、た い へ ん な エ 「丿
一

トで あ る な との 印象 を も っ た 。

　彼は 、栄悟寺主持 の 丹木切 が 小学校 3 年生 の とき、他校 の 漢文 の 先生 で あ っ た。合作 の 中

学 を 出て 、小 学校 の 教師 と な り、 ス カ ウ ト さ れ 、短期大学や 甘粛民族学院 で 勉強 さ れ た の で 、

北京語 も非常 に 流暢 に 話 さ れ る
。 丹木切を除けば、環境 に恵 まれ エ リー

ト とな っ た 唯一．一
の 入

物 で あ る 。

　彼が 1我 々 の チ ベ
ッ ト文化 を 理解 し よ う とす る な ら、そ れ は チ ベ

ッ ト佛教 の 中 に 全 て が あ

り ます 。 チ ペ
ッ ト佛教 を離れ た ら、論 じ る も の は あ り ませ ん 。 長 い 間 に 生活 文化 が 近代化 の

経済 ・情報改 革に よ っ て 、ほ ん の 少 しは 外 の 影響を蒙 る の で し ょ うが 、人 き く変わ る の は 容

易 な こ とで は あ り ませ ん 1 と明言 した の が 非常 に 印象 的で あ っ た 。

　そ の 他、現在、部落 内 で 高 い 学 歴 の あ る者 は合作 市に あ る 5年制中学 校 を卒業 し た 男女各

1人 の 2 名で あ る。彼 ら も栄悟寺 の 助言 に よ り中学 に 行 っ た 。

男性は 現tE・22歳 ・郷政府 に 勤務 ． 女性 は 唐柔昴郷 で は 学駟 現 合 う就職先麟 気 遡 こ

都 市 の 合作 と な れ ば 中学 5 年程度 の 学歴 で は 必 要 と さ れ な い
。 さ ら に 高い レ ベ ル を til指 した

くて も経済力 が な い 状 滉 で あ る 。 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 154
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　そ の ほ か 唐豕昴郷だ け の 問題 で は な く、≠ベ
ッ ト族全体 の 問題で あ る が 、女性が軽視 さ れ

が ちで あ る た め 、 女 の 子 は学校 に 行か せ て もらえず、出家 した く て も中々 で きな い の で あ る 。

　栄悟寺は他 の 寺 と同 じ く女子禁制 で あ り、女性の 出家者は 受容れ られ な い
。 も し出家 し た

い の な ら別 の 地 区に 尼寺 を探 しに 行か ね ば な らな い
。 チ ベ

ッ ト佛教 の 中で は女 性の 地 位が 低

く、比丘 戒 102）を受け る事は で きず 、 男性 よ りは る か に 難 しい 環境 で あ る 。

　過去に は合わせ れば 3000人以上 の 活佛 が い た 拉 卜楞寺で さ え、女活佛は 1人 しか 出て い

ない 。

4．生活

　 a ．

　前述 した よ うに 、部落 の 人 々 は 基本的に 自給 自足 の 生活 を送 っ て い る 。 複雑な経済形態な

ど な く、1958年以前 は、栄悟寺が 部落 の 村民 を神民 とい う形 で 管理 し、土地 を与 え て 家 を

建て させ、労働 に ノ ル マ を与 えて 生活 の
一

切 を管理 して い た 。

　現在、 こ うい っ た寺院に とっ て 有利な 管理制度 は 中国政府 に よ っ て 廃止 され て い る 。但 し

以前 の よ うな厳 しい 管理機能はない もの の 、実際 に は寺院が 過去 に 神民 で あ っ た 者 の 生活 を

今 まで 通 り面倒を 見 て い る 。

　1982年、中国政府 は過 去に 栄悟寺 の 所有で あ っ た 土 地 の
一

部 を返 還 した が 、栄悟寺 は 返

還 さ れ た土地 の うち、耕地 と して 使用で きる部分 を各家 の 人数分 に 振分 け、無償で 与 え る か

わ りに 、農作物 を作 らせ た 。 土地 の 分配方法 は 、一世帯 に 平均 10 人分 の 食糧が 取れ る 土地

を与 え る よ う して い る 。 10入 を超 え る 世帯 に は そ れ 以上与 え る が 、出家者 （僧侶）が 出た

家で は家族 が 減 っ て 10人以下 に な っ て も 10人分 の 土地 を与え て い る 。 今で は
一

世帯当た り

の 家族数は 6 人 に な っ て お り、か な り多め に 分配 して い る事に な る。余剰 の 土地 を与 え る 理

由は、余分 に 収穫 さ れ た作物 を寺院に 供養で きるよ うに して い る か らで あ る 。 しか し過去 の

よ うな労働や 徴収に ノ ル マ を与 えず、収穫 さ れ た作物は、村民 が 自発的 に 供養する とい う形

で 納め させ て い る。

　現地 で 見 た とこ ろ、子供が大 き くな り、家庭 に 余裕が で きた神民が 、土地 を更に 使わ せ て

ほ しい と嘆願 して い た 。 主持 の 判断 で 使用許可 を 出 して い た ようだ が 、特 に 契約文書が あ る

訳 で もな く、また聞い た と こ ろ、与 えた土 地 が寺院で 必 要 に な っ た 場合に は 、随時返却 さ れ 、

使用で き る よ うに な っ て い る ら しい 。

　 b．

　毎年寺院が 部落の 村民か ら供養を受け る ッ ァ
ン パ の 粉は 、神民 の 中で 貧 しい 家 に 50kg ず

つ 分配 して い る 。

　 　 　 C．

　　　 部落 の 神民が 家屋 を新築 した り修繕 し た りす る場合、寺院 に 願 い 出れ ば、主持 の 判断で 寺

　　 院所有 の 森林か ら木材 を伐採す る こ とが で き る 。

　 　 　 d，

　　　．部落 の 村民 が 郷政府 に 何か 要望 が あ る 場合は 、寺院に 申し込 み 、寺院か ら郷政府或 い は郷

153　長 に 要望 を提出す る よ うに な っ て い る 。 栄悟寺は郷政府 の 上 の 夏河 県政府 と も 良好な関係 を
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保 ち、場合 に よ っ て は郷政府 を L回 る政治的影響力 を持 っ

て い る。
藤．

5．僧 の 任務

　栄悟寺 の 部落 の 村民 に 対 す る最 も大 き な 任務は、僧侶が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ よ う

気象 を観察 し て 予報 を行 い 、雹が 降 るの を知 らせ る こ とで

あ る 。村民 の 生活 に と って 最大 の 脅威は 、雹が 降 っ て 建物

が壊れ た り農作物 に 被害 が 出 る こ と で あ る
。 そ の た め 寺院

の 僧侶は 、雹が 降 り そ うな 予兆 が 出る と、
“
火供 leli・，”とい

われ る儀式 を行 う。 火供は、 メ リ ケ ン 粉、砂糖、杉 の 葉、

水で 狼煙 を炊 き、法螺貝を吹 い て 、雹 を農地 の な い 山 の 方

へ 追 い 出すの で あ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　 栄悟 寺の 仏 塔。塔 の 頂 点 は 黄 金 で で き

　文革 の 時期、寺院が 閉鎖 さ れ て い た 時代 に は 、 雹 が 降る　
て お り ’中 に は 1°o体 の 仏 像 が 座 して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ろ 。
予兆が 出 る と、郷政府 が村民 へ の 配慮 を示 し、寺院 の 法螺

艮 を吹け ない 代 わ りに 、爆竹 を部落民 に 配 って 鳴 ら さ せ 、雹 を追い 出す こ とを試み て い た が、

効果 は な か っ た。

　正確 な大気予報、雹 の 追 い 出 しは背か ら今 で も続 く村民 に対する 重要な 任務 で あ る 。

　も し、寺院が 雹を追い 出せ ずに 災害 に な る と、部落民 は 今 まで の 僧侶 が 修行 不 足 で あ b 、

寺院 の 主持は尊敬に 値 しな い とキ持交代 の 要求提出に まで 発展す る こ ともあ 一
， た。

　今 まで 読み 聞 き した チ ベ
ッ トの 活佛 と は、あ らゆ る者 か ら尊敬 の 念を持 っ て 遇せ られ、誰

も が 絶対 服従す る とい うよ うな表現 の され方 を して い た が 、今、か な りの 数 の 活佛が 、修行

不 足 で 、学閥 も知 らず、部落民 か ら尊敬 を得 ら れ ず、村民 の 生 活を ま とめ ら れ ない とい う理

由 で 供養 を得 る 事 が で きず、非常 に 苦 し い 生 活 を迫 られ て い る よ うだ。 こ の よ うな活佛 の 中

に は 、自然消滅 して しま う者 も あ る ら しい
。 時代 の 流れ も あ る の だ ろ うが 、現在 の チ ベ

ッ ト

族 の 人 々 は 、必 ず し も全 員が活佛或 い は 寺院に 敬意を払 っ て 服従 して い る と は 言 い 難い
。

　ど の 僧侶 も学問 の 中で 最 も重要視す る の は
“
算命学

”
（占い ）で あ る 。 栄悟寺 の み な らず、

一一般 に 僧侶達 が 修学す る算命学は 、 イ ン ド伝来 の もの に 、 中国の 易学 ・八 卦 とチ ベ
ッ 1・古来

の 圭着 の 占術 を加 え 、特色 の あ る か な り成熟 した学問 とな っ て い る。

　算命学は、そ の 部落民 の 運命判断、一
家安泰 の 祈檮、高山 に潜む神 々 の 鎮魂な どに使 わ れ

る。

　次 の 凶 は、栄悟部落 の 人 々 が高 く険 しい 山を超 え る際、道 中の 無事 を祈 る た め、山 の 神 に

捧げ る札で あ る 。
こ れ を 山越 え の 道 中で 経 を唱 えつ つ 捲 くの で あ る。

　 図 に 描 か れ て い る 動物 は 、

中央一
馬

104b
四 海 （世 界） の 中 に 馬の 形 を した 火山 が あ った とい われ 、〈火 IU｛）〉 を表 す 。

左 上一
大鵬鳥106）

天空 を飛翔 す る 鳥で 、〈天 107 ）〉 を表す。

右 L…龍10S・： 大 海或 い は 大 湖 に 棲 む とい わ れ る 龍 で 、〈水 109）〉 を表す。

左下
一獅子

11°） チ ベ
ッ ト族 の 聖地 、発祥 の 地 と い わ れ る カ ン ・

リ ン ポ チ ェ に 棲む とい わ れ 　152
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　　る 雪獅で 、〈土 111）〉 を表す 。

右下
一老虎 112） 森林 の 中に 住む虎、〈木113）〉 を表す 。

　 こ の よ うな占い が 様 々 有 り 、 そ れ らを組み 合わ せ 、

各 々 の 僧侶 が自 らの 占術 を形成 して い る
。 栄悟寺で は、

部落民が 山 を越 え る 時や 仕事 で 登 山す る時な ど、そ の

厳 しい 大 自然 の 環境か ら人 々 を守護 して 無事を祈 る た

め 、占術を用い 祈 りを捧げ る 。

6．　イ言仰　（’b）

　 こ の 栄悟寺が建立 され て 以来、部落民は佛教 を信仰

す る よ う に な っ た 。 栄悟寺 の 主持丹 木 切 が 、86 歳 の

長老僧か ら伝 え聞 い た （寺院 の 歴史 を記載 した文献は ない ） と こ ろに よ る と、寺院創設 か ら

今 日まで に 、異教徒 が 宣 教に 来た事が 只
一度だ け あ っ た とい う 。 今か ら 80 年前 の 国民 党時

代 、 老僧が まだ 6 歳だ っ た 頃、ア メ リカ か らキ リ ス ト教宣教師が妻子 を連 れ て 拉 卜楞鎮 に や

っ て 来た 。 彼 の 名 を拉 卜楞鎮の 漢民族達 は 「吉 （ji）牧師」 と呼ん で い た が 、英語名 （例 え

ば　Jimmy）か ら 発音の 合 う漢字 を当字 （吉米 （ji　mi ）） とした もの で あ ろ う。

　こ の 吉牧師は、拉 卜楞寺に 近い 所 に 住居 と教会を建て て住み 始めた が、建築資材は 全 て ア

メ リ カ か ら運搬 して きた の で あ っ た 。 彼は チ ベ
ッ ト族 と大差 ない チ ペ

ッ b語 を話 し、チ ベ
ッ

ト族 と
一
緒に ツ ァ

ン パ を食 べ 、チ ペ
ッ ト語 の 聖書を 多数持 って き て い た 。 週 に

一度は 、唐奈

昴郷 の 漢族 を案内役に、一軒ず つ 家庭訪問 し、聖 書や 食品 や 子供 の 玩具な ど を配 っ て 歩い た 。

また 病人 を見 つ け る と ア メ リカ 製の 抗生物質 を 与え、注射を打 っ て 治療 も した。

　当 時、栄悟部落の 人々 は ア メ リカ とい う国を知 る筈 もな く、西洋 の 薬 も、注射 を打つ 治療

も知 る筈な く、初め て 見 る こ の ア メ リ カ人 を奇妙に 思 っ て い たが、彼が施す 治療 ・薬品は 非

常に 効 き目が あ り、吉牧師 の 行動は善意で あ る こ とが 分か り、誰 も彼を嫌 う者は なか っ た。

　吉牧師 の 目的は 布教活動で 、 イ エ ス ＝キ リス トを信 じれ ば誰 もが 天 国 に 行 け る と説 き、キ

リ ス ト教 の 教義 ・礼拝 を教 え て 歩 い た 。

　あ る時、牧師 が 部落民 を誘 い 礼拝 を教 え て い る と、部落民 は彼 の 手足 を押 え付け、「も し

飛 ぶ こ とが で き た ら貴方 の 教 えを信 じ よ う」 とい っ た 。 牧師は そ うまで され て も諦 め る こ と

な く、暫ら くす る とまた 栄悟部落 に 戻 っ て 来て 、案内役の 漢族 の 家で 病人 の 治療を し、贈 り

物 を配 り、聖書 を説 き続け、約 30 年問 も布教活動 を続けた。しか し、何 の 成果 も得 る こ と

は で きな か っ た 。 聞 く と こ ろ に よ る と、案内役 の 漢族 は牧師 の 友人 で あ っ た が 、牧師 の 前で

は信心 深 く して い る もの の 、牧師が 帰 っ て しま え ば や は り佛教 を信仰 して い よ うだ。牧師は

中華人民 共和国が 成立 した 1949年に 本 国 に 帰 っ た 。

　　　　こ の ア メ リ カ 人牧師以外、 こ の 部落 に佛教以 外 の 宗教 を
’
布教活動に 来た者 はな か っ た 。 同

　　 地 に 住ん で い る 回族 で さ えイ ス ラ ム 教 を広め る ど こ ろか 、イ ス ラ ム 教寺 院 の モ ス ク を建て る

151　こ ともで きず、部落内 で は信 仰活動が で き な い ほ ど、部落民 の 佛教 へ の 信仰心 は厚 く、誰 に
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も変え る ：L と は で きな か っ た の で あ る 。

八、結論

　ご存知 の よ うに 、世界の 佛教の 流れ は、経典 の 言語に よ り二 大系統 （  パ ー
リ語  漢語 

チ ベ
ッ b語） に 分け られ る 。 チ ベ

ッ ト佛教 の 主要分布地域 は、中国 チ ベ
ッ ト自治区、青海省、

甘粛省・四 川 省、雲南省、内 モ ン ゴ ・レ 白治区の チ ベ
。 嗾 、蒙古 （モ ン ゴ ・レ）族、裕固 （ユ

ー
グ）族、：El （ト ゥ

ー
）族 、 納西 （ナ シ ）族等他民族 に 及 び 、国家 で はイ ン ド北部、ブ ・一

タ

ン 、ネ パ ー
ル

、
卩 シ ア の ブ リ ア 地 区等に 波及 して い る 。

　チ ペ
ッ ト佛教 は 世 界 の 宗教 の 中で も独特 な文化 を持 ワ て い る 。 こ の 10数年、チ ベ

ッ ト文

化は 世界中の 流行 とな っ て 入 々 が押 し寄せ て お り、ア カ デ ミ
ー

の 世界で も、 多数 の 学者 と研

究者が 多 くの エ ネ ル ギ ・一を費や し研究 しつ づ け て き た 。 特 に チ ベ
：v ト文化 は、中国 や ア ジ ァ

だ け で は な く、全世界 の 文明 に 対 して 問わ れ る 問題 とな っ て い る 。 学術研 究 と して も、経典

整理、或い は あ る時期 の あ る教派 に 対す る 分 析 ・調査 な ど様 々 な分野 が あ る 。

　 しか し、冒頭 に も述 べ た よ うに 総体的に 見 て 研究の 方向性 は、 ラ サ を中心 とした もの で あ

る 。 しか し、所謂チ ベ
ッ ト族全休 を指 す文化 とは と考 え た 時、そ れ は 不完全 な も の で はな い

だ ろ うか とい う思 い が 募 っ た。私 は 、特 に チ ベ
ッ ト及 び チ ベ

ッ ト佛教 に つ い て 、専 門研究家

で は な い た め、勉強不足 の 点 も多 々 あ ワた と思 うが 、今 回 、諸先輩、先 生方 が 余 り資料 を残

して い ず、外部 の 入間が ほ とん ど入 一
） た こ との な い 、 こ の 日

．
粛省廿南藏族 自治州唐須昴郷、

栄悟部落、栄悟寺を研究対象 として 選ん だ の は、少 しで も こ れ まで 考え ら れ た チ ベ
ッ ト とい

う先入観 な しに考察で き る よ うに との もくろみ か らで あ っ た 。現地 の 空気や入 々 と触れ 合い 、

自分 の 肌で 感 じた こ とを勉めて 伝 え る こ とが 、チ ベ
ッ ト文化に 対 す る 正 しい 理解 へ の

一一一助に

な れ ば と希望す る
。

　栄悟寺 と部落 の 入 々 、そ して そ の 文化 の 中心 とな っ て い る拉 ト楞寺 を調査研究 し て み た限

り で は、甘南州 の チ ベ
ッ ト族に と っ て 、チ ベ

ッ ト佛教 が 彼 らの 政治 ・経済 ・文化 ・教育 ・生

瓱か ら習俗 まで 、全て の 面 で 絶大 な る 影響 を も っ て い る 。 そ れ は 学校 で あ り
、 生活 の 面倒 を

見 て くれ る 小 さ な政府な の で あ る 。 教育 を例 に取 る な ら、寺院は学校で あ り、僧侶は教師 、

経典 は教科書で あ る 。
こ の 世 に 生 を受け た 時か ら死す る 時まで 、彼ら と寺院は 切 り離す こ と

の で きな い 関係 な の で あ る 。

　こ の 地区 に も 1†1 国 の 近代化 の 波 が 少 しずつ 押 し寄せ 、マ ス メ デ ィ ア や 交通等の 発達 に よ り、

恐 ら く変化 が 現 れ て く る こ とで あ ろ う。 しか し、現地 の 人 々 が 葺 っ た 「チ ベ
ッ ト族は チ ベ ・

ン

b佛教 と離れ る こ とが で き な い の だ よ 」 とい う言葉 が 、結論 の よ う な気が す る
。

後記

　こ の 未熟な私 が 、 こ の 研究 に 携わ る に は様 々 な 困難 が あ っ た 。 現地 は 日本 で 蕎 えば 富十山
の よ う な標高 の 高 い 場所で あ り、高山病 に 苦 しめ ら れ た。 また 、言葉 の 壁 が あ り、中国 と い

・ て も中国語 に 樋 して い る チ … 嗾 は ほ とん ど お らず、や 。 と通 じ る 入 が い た と して も、
150
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チ ペ
ッ ト族で は ない た め、考 えの ニ ュア ン ス が 違い 、本当の 触れ合 い は難 しか っ た 。 また 、

資料 に 目 を通 して も 、 チ ベ
ッ ト族側 の もの と中国側 の も の で は、た しか に両方 と も資料で は

あ る が 、
一

部は凄ま じ く対立 した 内容 とな っ て い るため、どち ら が 正 しい か は判断 しが た い

こ ともあ っ た。

　今回、有 り難 か っ た こ と は 、本年 5月 に北京で 行わ れ た 、北京大 学創立 100周年に参加 し

た時、栄悟寺の 主持で あ る丹木切 加措氏が北京に あ る 高級佛教学院に 修学 さ れ て お り、あ る

人 を通 じて 紹介 さ れ た こ とだ っ た 。 北京 に あ る こ の 佛教学院は、国務院国家宗教局 の 管轄下

に あ り、学長は第 15世 パ ン チ ェ ン ラ マ で 、今は亡 き第 14世パ ン チ ェ ン ラ マ に よ っ て 創立 さ

れた 中国 の 佛教学院の 最高学府 で あ る。毎年、中国全 土 か らチ ベ
ッ ト佛教 の活佛 20名が 選

抜 さ れ、修学 して い る 。

　丹木切加措氏 は、 こ の 学院で は チ ベ
ッ ト語 ・漢語の 両学科 で 首席 を獲 られ 、 中国語 で 適切

な表現が 出来る だ け で な く、物事に対す る見方が斬新で 、 鋭 く、 客観的な考 え方が 出来る方

で あ っ た 。 チ ベ
ッ ト佛教界 に 、 こ の ような ス マ

ー
トで 、グ ロ

ーバ ル な活佛が い る か ら に は、

洋洋た る前途が期待で きるで あ ろ う。

　今 回 の 調査 に 同行 して頂 き、様々 な方々 に 紹介 して 頂 い た だ けで な く、私 の 読め ない チ ベ

ッ ト語 の 文献 も翻訳 し て 頂い た 。 彼の 協力 が 得 られ な か っ た ら、こ の 報告をま とめ る こ とは

で きな か った で あ ろ う。

　そ の 彼が 切 実 に 訴 え られ た の が 、チ ベ
ッ ト族以外 の 人々 に も っ とチ ベ

ッ ト文化 を理解 して

ほ しい とい うこ とだ っ た。諸外国 の 人は言 うま で もな く、同 じ中国籍 の 民族で さ え今 まで の

研究や彼 ら チ ベ
ッ ト族 に対する 理解は、必 ず しも正 し くな い 部分 が あ り 、 ま る で 飼 って い る

象の 鼻 を触 る よ うに 勝手 に 解釈 し、そ れ が 定説 に な っ て い る と悲 し ん で い た 。

　私が彼 ら か ら見せ て 頂 い た様 々 な 事実、教 え て 頂 い た 事柄は ほ ん の
一部分だ け で あ り、チ

ベ
ッ ト族 の 奥深い 文化 を他民族に 売 る の で す か と誤解 さ れ た こ ともあ っ た。そ れ に も拘わ ら

ず、協力 を惜 し まず、正 しい 文化交流の た め に 尽力 して 下 さ っ た こ とに 心 か ら感謝 の 意 を述

べ た い 。

　 また こ の 場 を借 りて 、 こ の 調査研究に協力 して 下 さ っ た 栄悟寺主 持丹木切 加措をは じめ、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ジ ヤ ア パン ジ ン ダオ ウ シ エア チ ヤ ン ドルン エ

栄悟部落 の 皆 さ ん、拉 卜楞寺活佛扎阿班志達俄堅成 多吉、三 木丹大喇嘛 114）、拉 卜楞寺哲学
　 　 　 　 ア

　
ワ ンジ ヤ シ

院準博士阿旺扎西 鉤 、台北佛樺静舎釋願海法師、法尊法師孫弟子 の 釋宗海師父、北京大学

趙恩普教授 、 唐票昴郷政府 の 才譲扎西、チ ベ
ッ ト語 を教え て 原文 の 翻訳 を して 下 さ 6 た民 族

出版社 の 当増扎西氏 、
三 木 雪碧、才譲多吉 116）、扎西 拉姆

117）、頓珠群培 118）、格桑頓珠 i19）、

拉瓦 次仁 12e）の 皆 さ ん に 感謝 の 意を表 し、 こ の 拙文 を捧 げる こ とと したい 。

　 　 　　 ＜注．＞
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149 總翻磁 。 僧 と し。 。、。。 。 西鱒 。 。 。
。 ，佛。 。研究 、た。
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